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_ sf Geology of uranium and thorium 本 書 は 1955 年 8 月 スイ ス の 
Geneva で 開か ふれ な た 原子力 の 平和 利用 に 関す る . 国 際 会 議 の MSS “Peaceful uses of 
atomic energy’ の 第 6 券 と し て 出版 され た も の で 世界 各国 に お ける 放射 能 資 源 の 状 熊 


即ち 放射 能 鉱物 の 産 状 , 鉱石 の 性 質 , ROR, 


成因 及び 鉄 床 の 探 査 等 地質 学 的 な BB 


問題 に 関す る 資料 1235 ( 鉄 物 の 産 状 に 関す る も の 100K, 鉱床 の 探査 に 関す る も る の 28 


#8) が まとめ られ て 居る 。 本書 に は アル ゼン チン , BM, AVX, 中 華 | 
AA, 齋 国 , ノー ルウ ツェ エー, 
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ち 後 者 の 米国 講 州 に 関係 する も の が 全体 の 約 609% を 占め , それ 以外 の 国 の も の は 2,3 の 
例 を 除き 数 頁 程度 の 記載 し か な され て 居 ら ず , か つま た 共産 賠 内 の 資料 が 殆 ん ど 掲 載 さ れ 
て な い 。 しかし, 上 記 の 講 国 に お ける 放射 能 資 源 の 現況 や これ に 関す る 鉱床 学 的 な 知識 を 


得る に は よき 報告 午 で あり , 
y , 参考 に な る 。 
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Aa ee 
Kit 8 岩 の HR (第 1 報 ) 
新庄 盆地 北 縁 部 の 主として 最上 層 群 中 に 発達 する 
海 成 油 母 岩 層 に つい て (401) 


Studies on the resource-rocks of petroleum (lst report) 


(Chiefly on the Mogami group developed in the northern margin 
of the Shinjo basin, Yamagata Prefecture. (1) ) 


加 #2 ie (Iwao Kato)* 
fy 部 JE & (Masahiro Abe)* 


ji are er Se さ 

HEDIS TUCO BROS CARO CERAR, BH KPOKERADOSRL we 
因 を 吟味 する 研究 が な され , また 石油 工業 へ の 店 用 と 共に , KECK COE RIVE 
の 問題 に まで 究明 を 進め て いる 。 リ ) 筆者 等 る 赤石 池 母 岩 の 研究 の 一 環 と し て , WERE: 
BEL TORS 泥岩 に つい て , これ ら と 関係 の ある 砂岩 , 凝灰岩 , 火山 岩 類 と 共に この 
方 法 に よる 研究 を 行い つ ゝ > ある 。 今回 は 内 陸 油 田 と し て 近年 開発 され た 新庄 盆地 の 海 成 
WEE RU これ に 関係 ある 講 岩 種 に つい て 実験 的 考 察 を 試み た 。 こ ゝ に EO MERE 
し て , 一 般 の 御 教示 を 仰ぎ , 今後 原 演 の それ に つい て の 試み に 際 し て の 基礎 資料 と し た い 
tBRTWBo 


il FRO 方 & 

右 油 の 成因 に 関し て は 高橋 ・( 故 ) 八森 教授 等 に より , 現世 堆積 物 と 油田 岩石 と の 比較 研 
究 が 行わ れ , 地 化 学 的 ・ 生 化学 的 考察 に 基 い て 既に 多く の 業 足 が 残 され て いる 。 特に 海 成 
油 母 岩 の 有 機 物 組成 に 関す る 研究 は その 骨子 を な す ば か り で な く , 油田 可能 性 に 関す る 石 
油 鉄 床 学 的 な 意義 を る 提示 し て いる 。 5 

BED IRB CL, 現在 も 江 こ の 種 の 研究 の 展開 を 試み て いる が , 一 方 に 於 て 石 
油 を 生成 し , 集積 し , 移動 せしめ た 堆積 信 地 の 地 史 的 変 回 の 中 で , 石油 鉱床 学 的 な 場 の 問 
題 を 追究 し よう と する 努力 が , この 迷 年 来 の 油田 地域 の 基礎 地質 資料 を 基 に し て 始め られ 
て いる 。 


* 東 北大 学 理 学部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 
1) Karchmer, J. H. & Gunn, E. L.; Anal. Chem., 24, 1733~1741, 1952 
2) Milner, O. I.; Symposium of nonhydrocarbon constituents of petroleum, 


7 Anal. Chem., 24, 1928~1932, 1952 
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この 目的 に 対し て は , 先 づ 少く と る も 石油 母 岩 に つい て , EOHMOBCRY SARA 
は 物理 相 と し て の 岩 相 解析 が , や は り 当 面 の 問題 と し て 取り あげ られ な けれ ば な ら な いと 
の 療 え 方 の も と に , 現在 試み て いる 数 種 の 方 法 の 中 の 一 つと し て , 今回 の 母 岩 の 分 光 分 析 
学 的 な 研究 方 法 が 選ば れ な た 。 


Ill FROWHRKR-MESHALBROMB SH 
HOR SHE SMI OE tL CRIN, Sid: RMANCRU, この 間 に 発 達する 
石油 母 岩 及び それ に 関係 ある 岩石 に つい て 実験 を 行 つ た 。 この 地域 を 選ん だ こと に つい て 
id, さき に 新庄 層 群 の 砂岩 分 析 り を 行 つ た 場合 に 多少 触れ た が , 次 の よう な 理由 に よ つ た 。 

HES ABOMSHaAB 及 位 層 ・ 金 山 層 で 代表 され る グリ ン ・ タ フ 相 を BRE 
て , BH (BAS) Bao (黒色 泥岩 ) 層 か ら な る HRSA これ に 重 な つ て 
いる が , これ ら は 西 縁 の 出羽 丘陵 側 か ら 東 縁 の 奪 案 山地 側 に 向 つ て , BLU a t BBO 
BBER LCS. この 事 は HN Et FRM COMNCR EN 新庄 縁辺 信 地 の 形成 
過程 と 関連 し た 堆積 学 的 な 問題 を 提示 する と 共に , 所 請 内 陸 油 田 と し て の 石油 鉄 床 学 的 な 
意義 が 令 ま れ て いる 。 
特に 試料 の 採取 地域 と し て 選ん だ 塩 根 川沿 早 か ら FIER ACB ARE) - Si - 及 位 地 
区 で は , この 岩 相 対立 の 変 局 部 に あたり , 草 雑 層 の 硬質 シル ト 岩 自体 が 頭 著 な 火山 砕 計 物 
で その 大 半 が 置き 換え られ (KARA, FASE), その 中 に 信 ま れる 変 山 岩 体 に 
直接 古 唱 相当 層 の 周辺 相 を 収 錠 的 に 挟 在 し て , 新庄 層 群 下部 の 三 盛 明 砂 岩 相 が 栖 項 し て お 
y り (真室川 東北 方 , 栗谷 沢地 域 ) , 一 方 古 口 層 相 当 層 は 砂 質 シル ト 岩 , 砂岩 , 大 山 円 奏 岩 , 
流 紋 岩 質 凝 灰 岩 か ら な り , そ の 間 に 展 々 みか け の 不 整 合 現象 や 層 問 異常 が み ら れ る (KA 
川 ・ 板 橋 地 域 )。 即 も この 地域 で は 下部 層 堆 積 の 初期 か ら 火 山 砕 属 岩 想 の 集積 に ょ る 『 華 し 
い 起 伏 を barrier と し た 縁辺 堆積 が み ら れ , 新庄 層 群 の 形成 に も その 反映 を 及ぼ し て , い 
くつ か の 位相 の ずれ が 認め られ る 。 

この よう な 形成 過程 の 中 に ある 新庄 層 群 に つい て は , その 中 に 特徴 的 に 発達 する 砂 相 に 
QV CHER AAT FRAT, この 縁辺 現象 を 或 程度 ま で 解析 する こと が 出来 た 。 こ れ と 同様 
な 考え 方 の 下 で , 今回 は 下位 の 最上 層 群 ? について, DNF OWSAAMOBL L TOR 
ake, より 具体 的 に 定性 若しくは 半 定 量 的 に 抽出 し ょ うと の 企図 の も と に , 油 母 岩 自 体 の 
基礎 的 族 制 を 求め て みた 。 

SWwBORA 新庄 盆地 の 地質 層 序 に つい て , 1949 年 PEAC 調査 報告 に よる も の は そ 
の 後 多 々 訂正 すべ き 点 が 生じ て 来 て いる 。 今回 の 塩 根 川治 周 に つい て 現在 の 地層 区 分 の 
基準 と する と ころ を 明示 し て , 従来 の 層 区 分 を 一 部 訂正 する と 同時 に , 特に 今回 の 試料 採 
取 位 置 の 層 準 に つい て の 基 維 を 明か に し て お きた い 。 

現在 の 段 職 で 一 応 ま と め ら れる 区 分 単位 の 相互 の 関係 模式 図 は 第 1 図 に 示す 如く で あ 
So 従来 の 金山 層 は 地域 的 に 相当 の ずれ が あり , 対比 その 他 に 於 て か な り の 混同 を 生じ て 


1) 加藤 毅 薩 , 阿部 正実; Him, 39, 204~215, 1955., 40, 5~11, 8392, 1956 


2) Kato, I., Abe, M. が (Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. III, 5, 212.224, 


1956) に 於 て 述べ た と 同じ 理由 で , 新庄 層 群 の 呼称 と 関連 し て , BR EGO BRU HR 
層 下 部 を 一 括 し て 最上 層 群 と する 。 : 


wt RH 文 171 


#18 
Hi RE RR- 一 春木 * 中 田 * 金 山 釜 測 大 滝 ・ 及 位 一 
地域 地域 地域 
= +70 /4 oe Furukuchi F, 
: Peg eaten (Ky tuft) W w 
: $7, De ee 3 
Lie aR « " tt 
= K 
Nagasawa tuff M. 25 g a. Se sss F 
aoa , a” x oa 
ae ade MI ) 
Nagao mudstone M. Aes ag ‘ = 2 DR 
\ ot a os v 2 Py OT 
? Kaneyama F | 
if Hibarasawa F, a eee 
ery. 
Oinosawa F. i Nozoki F. 
- a 2) 


A は 従来 の 瀬 見 層 ( 及 位 層 相当 ), BRU C は 従来 の 金山 層 と し て まとめ られ な た 部 分 で , 
lithogenetic な 区 分 上 の 再 検討 を 行 つ た 結果 , 特に 後者 で は 地域 的 な ずれ が 大 きい 。 
図 の 左右 に 括 拡 で 閉 ぢ た 部 分 を 現在 改め て 夫々 下位 より 金山 層 及 び 草 攻 と し て ま と 
め る 方 が , より 妥当 と 考え る 。 こ の 間 に 関 係 す る 大 山 岩 体 の 絡 入 並び に 六 出 層 塗 に つ 
いて は 次 の 通り o 
1) 老 フ 沢 一 流 紋 岩 ; 2) 長沢 , 3) 長尾 , 4) 長尾 , ヾ ) 休場 , 6) 一 ノ 滝 一 玄武 岩 及 び 粗 
PLR (ABBA EAGER) > 7) 萩野 一 流 紋 岩 ; 8) 薬師 山 一 究 山 岩 ) 9) 日 当 一 云 武 岩 
及び 流 紋 岩 : 10) FRB RUE; 11) 高 堂山 及び 中 田 一 究 山 岩 及 び 粗 尊 玄 武 岩 ; 
i 流 紋 岩 ; 13) 外 沢 一 究 山 岩 ; 14) EAH Rus; 15) 八 敷 代 橋 一 云 武 
; 16) KE Ha KRA SPR: 17) 田代 一 玄 武 岩 々 脈 ; 18) 旧 及 位 一 安山岩 , wR 
eI URL aR 19) Ie RUBE 2 He 


al 


来 た 。 HIM CIABW St WEBB CV AZSWIE と の 関係 を 明示 し た 。 塩 根 川 
治 早 に つい て 概説 すれ ば 次 の 如く で ある 。 従来 の 及 位 層 の 上 に 重なり , Aaa, WE 
YVDBERRL LC (FBRM ARE), これ と 海 侵 初 期 相 に 交錯 する KIL (PR 
田 実 山 岩 質 集 塊 岩 部 層 ) と を 一 括 し て 金山 層 *) と し , その 上 限 を 旧 及 位 部 落 附 近 に み ら れ 
SSE PRICE (Kz) を 以 て し た 。 こ の 上 位 に 続く 従来 の 大 湾 泥 岩 を 含む 硬質 シル ト } 岩 
想 を 草 苺 層 と し , BANC TORMBN CHS LUOB OBL, BEERS ZH 
EEK A OMA > 八 敷 代 川 と の 合流 点 附近 に み ら れ る 流 紋 岩 質 粗 背 凝灰岩 (Ky) の 共 
Ett, その 境界 と し た 。 ERHABO EMA ABLNZRWUAEAT CURR 
(Ka) を 以 て し た 。 こ れ は 既報 告 の 秘 岩 分 析 に 於 て 7 大 石川 ルー ト 及び IB — } OF 


1) BW Bow tt, 人 道 跡 上 場所 に より 相当 の 喰い 違い を 確か め た が , TOK li- 
thogenetic uni> と し て の 金山 層 の genetic な 扱い 方 に つい て は 現在 で も 変 つ て いな 
い の で 前 と 同じ 層 そ 名 を 残し て お く 。 

2) 第 1 図 に 於 て 東 緑 部 の 閣 見 ・ 長 沢地 域 に つい て は , 田 ロ ーー 雄 の 最近 の 資料 に よる 。 
これ に 関連 し て 帝 右 資料 (石油 技 協 誌 , 18, 157, 1952) の 如く , 金山 層 群 及び 及 位 層 
HEL UC 疾 来 層 群 名 に この 地域 名 が 使用 され る こと る も 老 慮 され る が , BEDE Cs 
HAZE 1) の 如く 限定 し て お く 。 
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Caves 


EREBROME (MAREE, AIZAR) 
1-BSINTALGOM/ AL OKAINE C, 2- 関 沢 ( 左 ) , 3- 栗 谷沢 ( 左 ) , 4- 栗 谷沢 
渡船 場 ( 左 ) 5- C8), 6- 三 潤 と の 合流 点 附 近 , 7- 春 木川 と の 合流 点 よ り 上 流 約 llkm 
(#2), 8-CA). 9- (A), 10-Ge). ee ee ee 12-(44), 12-25 
feuen ONC , 14- 橋 の 上 流 約 80m の 間 , 15-( 左 ), 16- 屈 曲 部 の 岩下 ( 諾 ), 
17- IB Put (A) , os Seu mie Gers 21~22- 屈 曲 部 河床 , 23-( 左 
AS 26-( 右 ) , 27-( 去 ), 28= 釜 湯 橋 より 約 2km 上流 ( 及 ), 29- 


oy 


ae . 


RR GEHAD LOL U CHE L 7) OVAL TW So 以上 の 関係 は 今回 の 試料 採取 の た め 
に 作ら れ な た 和 柱状 図 (原図 縮尺 1/100) (第 2 図 a&, b) に その 細部 を 示し た 。 


INE SES 4s @) ah ES 
(1) Sampling RUINNEO RSMAS LROBAEEC, 及 位 に 至る ま 
で の 柱状 断面 図 (第 2 図 a, b) eC PRL, Chics CA RORB MICH TBH T 
新鮮 な 試料 を 搾取 し た 。 そ の 控 取 層 準 は 図 上 に 示す 如く で ある が , WSR OwW CAG 
BRUBRB EDR 59 個 及び 42 個 , 金山 層 の も の は Sie, HCE, また 吉日 層 中 
に 頭 著 な 鍵 層 を な す 澤 灰 岩 と し て Kx, Ky 及び その 他 の 層 準 の も の 28 個 , BEBO 
BRE UC Le, 更に 金山 層 上 限 の 鍵 層 Kz 及び その 他 に つい て 8 個 を 得 た 。 以 上 
の 他 に 地層 構成 上 か ら 頭 著 な 鍵 相 と な る べき 大 山 岩 同 砕 層 岸 に つい て 7 個 を 得 て 総 計 166 
個 の 試料 に つい て 分 析 を 実施 し た 。sampling に は 推計 学 的 な 取扱 い 方 が 望ま し い の で あ 
BM, 今回 は 以上 の 如く 桂 状 断面 を 基礎 と し て な る べく 多く の sampling を 行 つ た 。 
(2) 試料 の 調整 実験 に 使用 し た 試料 は , 採取 し た も の の 中 最も 新 解 と 思わ れる 部 分 
を 選び , ハン マー で 大 砕き を 行 つ だ も の を 直接 環 璃 引 鉢 で 圧 砕 し た 後に , § CRU 


-200mesh の 細 粉 と し た 。 試料 調整 に は 特別 の 注意 が 必要 で あり , 鉄 鉢 や 鋼 乳 鉢 の 使用 
VEER LE L CHBICSEOIEA DIN D F 72 (HFA SE SEH ZK Pe 


(3) 装置 及び 操作 DCFH BESO PEFR (QF-60)) re k Dae E 


maa 


OG ep AE RAR £0 検討 され た も の で ある 。 植田 良夫 ; HK 38, 
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ee oa SD HE), 30- (4), 31-6), 
32- 品 橋下 流 50m (4), 33- 吊 橋 よ り 
に 屈曲 部 の 上 流 ま で ( 堪 ) , 34- 八 敷 代 川 
\a/ =a 合流 点 ま で ( 右 ) , 3E- (te), 86 BAN 


@ 3 の 屈曲 部 , 鉄道 忠 深 排水 口 ま で , 37- 
2 (Hi), 88~39- (4%), 40- 大 滝 より の 

55 合流 点 上 流 屈曲 部 まで ( 堪 ) , 41- (A), 

42- ( 左 ) , 43 へ ~44-( 右 ) , 45- 不 動 滝 下 


We 約 0.3km (7a), 46- ABE (A); 
Ka HABRMERO Kak 7eEY 
凝灰岩 , KKE- 草 難 層 中 に 位置 すべ き 
安山岩 質 類 岩 , Kx- 古 日 層 上 部 の 淫 
灰 岩 鍵 層 , 玉 y- 古 ロ 層 基 應 部 の 流 
Ma Ba Bo 


行 つ た 。 結 像 法 は VEOAE VY AEMEAT AAV Y REC LO. 両極 共 補 助 電 極 に 
島津 製 分 光 分 析 用 炭素 棒 を 使用 し , 炭素 棒 に 直径 1.5mm Yea Smm OREBRS, その 
中 に 粉末 試料 を 入れ て 放電 を 行 つ た 。 発光 法 は 交流 ・ 直 流 連 続 弧 光 の 2 潜 を 用 いた 。 発光 
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第 2 図 (b) 

47- 不 動 裕 より 大滝 駅 前 まで , 48- 大 滝 駅 前 品 橋上 流 の 河床 , ドレ 
54} ERO KA, 49-( 左 ) , 5C- 鏡 沢 よ り の 沢 の 合流 点 ま で (大 ), 
51- ( 左 ) , 52-( 右 ) , 53- 田 代 の 品 橋 下流 側 ( 左 ), 54-( 右 ) , 55-B 
HE Eve (ts). 56- 田 代 ・ 旧 及 位 間 の 橋 の 下流 側 ( 左 ), 57- CA)» © 
の 上流 ( 左 ) 59-(6)» , 60- 四 及 位 下流 約 0.8km (Ze), 61- 捉 橋下 
RECO (Je) , 62- 旧 及 位 橋 の 橋 ま で ( 左 ) , 63- 橋 より 上 流 屈 ese 1G 
CE), 64-IR RAL (Aa) 65 へ 66 回 及 位 都 落 よ り 上 流 約 0 Skm 
+ °C (A); Kz -4 [5B ROR RRKARA: D-H KR 
Ad- 安 山 岩 類 , Nc- 及 位 層 最上 部 の 角 隊 石 ・ BERBERA 
I FBBR 岩 。 


2 


a 


a ORS” 
2 ® 


Pee tof 


He, FOG AB 7 E OIOCAR APICES L CS PRR ETO, 一 応 そ の 条件 を 一 定 に し て 
名 試料 に つい て 実施 し た 。 写真 乾板 は 富士 分 光 分 析 用 プロ ャ ス 乾 板 を 使用 し , 現像 液 は 
FD-31, 定着 液 は 酸性 硬 膜 定着 液 コ ダッ ク ドド -5 を 使用 し た 。 

(4) 予備 実験 発光 条件 を きめ る に は , その 目的 に 応じ て 決め な けれ ば ぼ ば ならない 。 そ 
れ で 始め に 海 成 油 母 岩 の シ ルト 岩 , 泥岩 並び に これ に 関係 の あぁ る 砂岩 , Bea, 安山岩 , 


NE 
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KBE TC, その 発光 条件 の 比較 を 試み た 。 先 づ 電 流 と 赴 出 時 間 の 関係 , 現像 時 
間 と 世 出 時 間 の 関係 に つい て 各々 の 岩 種 に つい て 別々 に 試み た 。 次 に sample (15cm x 
10cm x 6cm) (角柱 ) の 8 つの 角 を 別々 に 細 粉 し て SHO BRE, 又 同一 の sample の 小 
塊 (30cm?) を 全部 細 粉 し た 試料 を つく り , 撮影 前 に 内 素 電極 の ブラ ンク テス ト を 行っ つた 後 
に 試料 を つめ , 交流 * 直 流 連続 弧 光 の 2 方 法 で 条件 を 同一 に し て 発光 させ , 写真 の 結果 に 
つい て 比較 じ て み た 。 こ の 結果 は シル ト 岩 , 泥岩 , 安山岩 , 支 武 岩 に つい て は 殆 ん ど 変 化 
は 認め らち れず, 探 取 箇所 に よる 差 は な みな られ な い が , 淫 灰 岩 の 場合 に は 浮 石 の 混入 量 に よ つ 
て スペ クト ル 線 の 強弱 が 多少 出 て くる 。 浮 石 質 下 璃 の 量 が 肉眼 的 に は 多少 と 差 の 判ら な 
いも の で は , 試料 の 採取 箇所 に よる 差異 は 殆 ん ど 認 め ら れ な い 。 以上 の こと か ら 試 料 調 整 
は その 1 筐 所 か ら で な く , つと め て 数 箇所 か ら の 細 粉 を 使用 する こと が 望ま し い 。 

(5) 操 fF 富士 ブロ セス 乾板 (2x10cm) に Fe スペ クト ル 線 と 試料 と を 交互 に 撮影 
し , 9 個 の 試料 を まとめ て 撮影 し た 。 発光 条件 は 予備 実験 の 結果 か ら 次 の 様 応 一 店 きめ て 
各 試 料 に つい て 実施 し た 。 

[ly ey Wreh= (2.6)?x3.14 x5 (mm?) 

(2) & ms Btu e xem (2x10cm) 

[3] 電極 間隔 : 2mm 

EV : 09.005mm 

[5] 填 Haier Sse Rs 
sample: 5sec (R=2) (A.C.) 
sample: 90sec (R=102) (D.C.) 

(Cle eet Dew, Cy arcs el S Ama a(R =9) 
sample: A.C. arc, 4~7 Amp (R=2) 
sample: D. C. arc, 4~7 Anip (R=102) 


乾板 の 2 枚 目 以後 は 必ず 第 1 eR HORMEE 1 箇 撮 影 し , BOE OWA CIEL Ro 


V 分 th 結果 

第 2 図 に 示し た 柱状 図 に 基 い て , 古 日 層 上 限 か ら 金 山 層 基底 部 に 至る 間 の 一連 の 昧 積 
関係 の 中 か ら 総 計 166 個 の 試料 が 選ば れ た が , 本 報 文 で は これ ら の 中 先 づ 北 灰 岩 及び 大 山 
岩 類 に つい て 行 つ た 分 析 結 果 を 予め 報告 する こと と し た 。 これ ら は 柱状 図 及 び ル ー ト マ 
ッ プ に 了 未 し た 如く , Kx, Ky, Kz, Ka, Kb E UC KREBS (A) EAT LOOM, 
夫々 の 層 準 に 挟 在 し て 特徴 的 に まとめ られ る 性 質 を 有する も の で ある 。 前 述 の 発光 法 , 発 
光 条 件 で 行 つ た 後 , 投影 器 で 目測 し た スペ クト ル 線 の 強度 の 差 を 求め た 。 

RMX N727THIX Al, B, Ba, C, Ca, Co, Cr, Cu, Fe, K, Li, Mg, Mn, Na, Ni, P, Pb, 
Si, Sn, Sr, Ti, V, Zn © 23 元素 で ある が , この 中 で BB と C は 炭素 電極 中 に も 存在 する の 
で 一 応 保留 し , Bho 主 元素 と し て は Si, Al, Fe, Ca, Mg, Na, KK の 7 元素 で , 微量 
EL Tix Ba, Co, Cr, Cu, Li, Mn, Ni, P, Pb, Sn, Sr, Ti, V, Zn の 4 元素 が 検 対 
され る 。 微量 成分 の 14 元 素 に つい て 投影 器 で スペ クト ル 線 の 濃度 を 目測 比較 し て 各 成 分 
GEO EEIRE OT FAT ERROR 2 VD CHE D LUE Clk 吟味 の 域 を 脱し 得 な い 嫌い が 
ある の で , 次 報 以降 に 於 て 全般 の 母 層 に 豆 り , 全 試 料 を 通 覧 し た 上 で 比較 検討 を 述べ る こ 
LLL, こ ゝ で は 結果 の 記載 に 止め て お きた い o 
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第 1 表 

Bay ES CO CIN COTE DSR TV 12 
[ 42 *9 * oe ok 9 * に * * se 3 we 
Ka 61 KK 2 kee * XK ak 
19 x 2 Boe * * ok x * 
4 4 oR + peed 2. ¥ * * % > 
47 9 * ae oe 9 * * Ba Bed * 
57 に 3 9 ok 9 < * ba He ee Bd 
64 * 9 # EK ? ™“ x x x 
Di eK < * 9 * * ¥ * * 
ee, KK K 9 * * * * * 
24 * G83 x x ok x BS ok 
28 te 3 * ※ RK ※ ※ 
35 2 KK 3635 a OK * * * se 
(A) Kx 49 * He ‘“ * kK *: PH + 
51 2 eK * * * * 
59 % KE * * oh % x 
70 ** y sk 9 te: * < x 
(72 ** n sk . * * ※* * % 

is KK の 天水 od 1 35 ‘KK * F % 
98-a の ‘ * * * x 
Ky Rah 9 2 * * Ba cok % 
93 kx * * & x 
OS %% * * i に 4 * 
。 
* 


Kb {2 k ata es 
2 Bey * * * OR * 
3 7 Bad Ms * * sk se rary * 


(A)~(C) (BBO PHBH © より 上 流 の 及 位 ま で の 区 間 , (D) は 釜 油 橋 ょ より 下 
WEAR E CORR, (B) は 大 滝 駅 前 の ドレ ライ ト 問 入 岩 床 の 層 準 , 試料 番号 の 括弧 
で まとめ た も の は 夫々 同一 層 準 に 相当 する こと を 示す 2。 


微量 元素 に つい て は 第 1 表 に 表示 し た 。Cu, Ph 及び Ti 等 は 普遍 的 に 存在 し , 特別 な 
も の 以外 は 殆 ん ど 濃 淡 差 が な い 。 こ れ に 反し て Co(75, 105, 108, 120, 15, 422), Cr(75, 
105, 120, 15, 122, 70?, 108?), Ni(42, 12, 75, 105, 108, 120, 15, 3) 及び Sn (24, 138), 
Zn (35, 119, 150, 117?) SO TERS PARC PASE SM CHD, 存在 の 有無 が 判然 と し て 
Wo Ba, Sr 及び Mn は 金山 層 乃 至 は 章 難 層 以 下 の 凝 灰 岩 に 於 いて 濃い スペ ク } ル 線 を 


Se 
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示し て お り , 特に Mn ee Cid BIR (112162) に 著しく , 何れ の 場合 も , 草 難 層 よ り 
LALO Ra IK NSD 上 記 の 他 釜 淵 橋 を 境 と し て 上 下流 に 於 ける 略 々 同 層 準 
Deka, 即 も Kx を 基準 と し て 夫々 Ky, Ky’ 及び 75, 15 の も の の 近似 性 が 或 程 度 表 
(ok DCAD SALE Go 

DES CRE 1 SHKSE ELT A|MACH SM, これ ら の も の は 大 部 分 この 地 
域 の 油 母 岩 層 中 に 挟 在 し た 一 種 の bedded tuff で 上 下 若 し く は 横 の 方 向 に 凝 灰 質 砂岩 と 
な り , 特に 古 日 層 中 の も の は 白色 粗 明 の 浮 石 質 凝 灰 石 ( 流 絞 岩 石英 安 山 身 起源 ) で , その 
殆ど 何れ も が 起伏 に 富む 基 秦 面 を も ち , 展 々 異種 春 特 に 泥岩 の 同時 芝 を 含み , また その 
上 限 は クロ スラ ミ ナ の 発達 し た 凝 灰 質 砂 岩 を 以 て , 基 度 部 の 起伏 に 反し て , 構造 上 か ら 上 
位 の 泥岩 と 調和 的 に 挟 在 し て いる 。 従 つて これ ら の も の の 中 に は , 赴 頭 に 於 ける 一 断面 で 
も 膨 縮 が 著しく ,; 層 厚 を 半減 若しくは それ 以下 に する 場合 が み ら れ る 。 これら の 現象 と も 
併 す て, この 地域 の 油 母 岩 の 岩 相 解 析 を 進め て ゆく べき で あろ 3 う 。 

一 般 に 徴 量 元素 の 検出 に この 方 法 が 有効 と され て いる が , 同時 に 主要 成分 に つい て る 分 
析 法 に より 種々 考慮 が 払わ れ て いる 。 リ %). 玲 積 岩 自体 の 混成 岩 的 (hy brid) 性 格 に 鑑み 
て , 上 記 の 微量 成分 の 他 に 主 元素 に つい て る も 老 慮 の 対象 と する こと が 出来 れ ば , 堆積 岩 に 
於 て 取扱 われ る 場 の 広 さ と , それ に 伴う 試料 の 個体 数 と の 関係 上 , 従来 の 元素 分 析 そ の 他 
に よる 多く の 負担 を これ に よ ょ つて 詩 き 換え る 事 が 可能 で あろ う 。 RAORRM COfthic s 
つて この 種 の 検出 法 を 今後 に と 期待 し て いる 。 

何れ に し て る も 分 光 分 析 に よる 元素 の 定性 , 定量 的 な 能力 は 年 的 に 応じ て , RRFSCHE 
発光 条件 が 異 つ て くる 。 基礎 実験 と し て 以上 の 如く 新庄 盆地 北 縁 部 に 発達 する Yee 
岩層 の 中 , 今回 は これ に 挟 在 する 凝灰岩 類 を 主として 取扱 つた 。 微量 元素 の 分 布 の 根源 は 
地 化 学 的 な 問題 で は ある が , 同時 に 石油 の 無機 成分 (nonhydrocarbon constituent) と 
し て 石油 鉱床 学 的 な 問題 に 深い 関係 が 期待 され る が , 現在 の と ょ ころ この 種 の 研究 は 基礎 的 
な も の が 主 で あぁ あり, 鉄 床 学 的 な 応用 面 に 関し て は 極め て 明 い 。 


本 研究 を 始め る に 当り , 大 森 刻 一 教授 より は 種々 有益 な 御 教 示 を 賜わり , 且つ 実験 資料 
に つい て 種々 御 批判 を 賜 つ た 。 まな た 本 実験 に 際 し て に は 植田 良夫 助教 授 よ り KORO A 
世話 を 載 い た 。 こ ゝ に 深く 謝意 を 表す る 。 

研究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 乾 に よ ょ つた 事 を 明か に し 謝意 を 表す る 。 


1) Leininger, R.K.; Opt. Soc. Am. Jour., 40, 104, 1950 
2) Koalheim, A.; Opt. Soc. Am Jour., 37, 585~592, 1947 
3) Calkins L. E. & White, M.M. ; Natl. Petroleum News., 38, 519~530, 
1946 
Calkins, EE & White, M.M. ; Anal. Chem., 22, 519, 1950 
Clark, R. O. ; Anal. Chem., 23, 1948 1951 
Carlson, M.T. & Gunn, E. L.; Anal. Chem., 22, 1118, 1950 
Feldman, C.; Anal. Chem., 21, 1041, 1949 
Gassmann, A.G. & O’Neill, W. R.; Anal. Chem., 21, 417, 1949, 23, 
1365, 1951 
Pagliassotti, J. P. & Porsche, Bw.) Anal! "Chem. “23; 198.1951 
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RAW BRA TEA RAO 1k Fi 


Chemical composition of the Sori granodiorite mass, 
Ashio-mountainblock. 


KE fH B # (Yoshio Ueda)* 


Abstract: Macroscopically the Sori granodiorite mass in the Ashio- 
mountainblock has relatively homogeneous rock facies. According to 
the result of the chemical analyses of the 5 specimens from the various parts 
of the mass, they show little difference in the chemical ccmposition. The 
differences between the maximum and minimum value in the each oxides 
are as follows :- 

SiO} 2699/7, AlLO,.2-40°,7 He OO OE ecOn Soo MeO MOMs eee 

CaO 0.66%, Na,O 0.83%, K,O 0.57%. 


ff ij 
SHC PES STE EIKO PICIL- OD BRICK CO BOIS Cz ¢ > 明 に 数 種 に 
分 類 出 来 得 る 岩 型 の 花 賠 岩 質 岩 類 か ら 構 成 さ れる も の が 存在 する 事 は 既に 報告 り 3) し た 。 
こ ゝ に 報告 する 足尾 山塊 の 沢 入 花 冊 関 緑 岩 体 は , その 形 が 南北 に 延び た 長方形 を 示し , 
ARERR の 言う 賃 入 型 に 属す る 岩 体 で , 北東 方 向 に 走る 古 生 層 を 切り , 一 般 に 片 理 を 
MST, 綱 入 片 麻 岩 等 を 伴わ な いも の で ある 。 本 岩 体 は 周縁 部 を 除き 内 部 に 於 て は 肉眼 的 
に 比較 的 均質 で 殆ど 同一 岩 型 と 見 働 さ れる も の か ら 成 つて いる が , 之 の 様 な 岩 体 の 各部 分 


の 詩 成分 元素 に どの 程度 の 差 が 存在 する か 岩 体 内 部 5 個所 , 周縁 部 1 個所 (第 1 図 ) か らち の 
試料 に 就 い て 化学 分 析 を 行 つ て みた 。 尚 本 岩 体 に 属す る 岩石 は 柴田 秀 賢 氏 に より 分 析 さ 
れ 報 告 され て いる 。 

分 光 分 析 に よる 微量 成分 の 検出 結果 は 道 つて 報告 する 。 

報告 に 際 し 御 指 導 を 頂い て いる 石井 清彦 教授 に 対し 厚く 感謝 する と 共に , 有益 な 助言 を 
Wor FRR SWARMS Ll, 叉 種々 御 助 力 を 頂い た 古河 鍼 業 株 式 会 社 足尾 鉄 業 所 草 苺 忠 
PRI LAD SALE ES So MRR BROVER LELOC 掲載 を 許可 
SHA Hd CAL EW So 


RA 7 fa BR 
岩 体 は 足尾 山塊 の 一 部 を 占め 栃木 一 群馬 両 県 に 路 つ て 露出 し , 東西 約 OH, 南北 約 
12k, 略 長 方 形 の 岩 体 で あつ て , その 北部 は 新 期 の 火山 噴出 物 で Bn CoS, 南大 


* 東北 大 学 理 学部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教室 
1) 石井 清彦 , TRESS, MARK: Am, 39, 177~189, 1955. 
2) Kiyohiko Ishi, Tadamasa Sendo & Yoshio Ueda ; Sci. Rep. Tohoku 
Univ, ser 111. Vol2) 153-169, 1956: 

3) 和牛 来 正夫 ; 火成岩 成因 論 

4) Hidekata Shibata & Shigeru Okada , Sci. Rep. Tokyo Kyoiku Daigaku, 
Sec. C. No. 31, 141~161, 1955. 
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に 明瞭 な 接触 変成 作 
多く の 右 切 場 が 存 


Wat, チャ ー ト 等 を 在 さき , 
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第 1 He RATERS OSA 


Pos ail py ae as ON gt a nl ee A 


A5 A21 A30 A41 A53 contact 
Quartz 40.9 25.3 36.3 Aa Sie 33.6 
Perthite 18.5 16.4 19.0 17a 15.9 17.7 
Plagioclase Sap 51.6 IZ 33.4 39.4 40.9 
Biotite 7.0 6.5 7.4 6.7 Wie 6.2 
Others 0.1 0.2 Ors 0.1 0.2 1.6 
Colour Index 8 7 8 i 8 7 
2H 沢 入 花 向 関 緑 岩 の 分 析 値 及び Norm. 

A5* A21* A30* A41* A53* average contact* Zoe YE 
SiO, TO NEG VE SOY FPN) A SA EA BSS SS 
AT,O3 T5206 SS O45 CC AOS Cute oso 15977) ole, 
OL OR eee ROC heAUS 0S 1.89 BI? 0.35 0.28 
FeO IROS aA OS 1.69 1.84 2.29 1.84 
MgO O3Sa OC OlS7 Oe RONL 0.33 0.38 0.90 0.94 
CaO QE Oe OSes FA 1.90 le, WSS) 
Na,O Sites eo eee CS) 3.99 S02 4.07 4.27 
EEO. Shoe. LONE EO T4 O ORR) 3.19 3.18 3.43 3.05 
H,0O + ORG ZO s5 OOS OO OO 0.56 1.76 0.68 0.57 
H,O-— OMe OD 20p28)) 0.2 4ae Ons O18 0.40 O32 0.18 
TiO, O224 M020S2 OS 08O 0.29 0.28 0.23 0.30 
EOE OMGE QS 02095 ON OKO 0.13 0.25 0.03 0.02 
MnO 0.06 0.06 9.04 0.06 0.06 0.06 0.06 n.d 0.01 
Sum 99.98 99.82 99.66 100.43 99.64 99.990 98.96 99.49 100.75 
Q 28.38 29,04 33:30) S258 528 14 SOM SCL 2328 SLAs 
or 19.46 18.90 20.57 18.90 17.24 18.90 18.90 ZOOL SS 
ab 33.54 35.63 29734 34°06 8265 34:06 29:34 BYES = BOS 
an MNCS ALT ETO ET RS aC Od. RN Ls eso 
G Ona = Tel: a = = 3.26 0.51 
hy Dei 0 80m 1.69 = 1.19 1.52 2.45 5:73 4.34 
di = 1.61 = AO SR ISS: 0.92 = = 1.14 
wo - - - 1.04 = = ma is 
mt DAU) SOR As) S80 PAKS 55 0.70 0.46 
il OreGn 0746) 0161) R06 BORG I 0.61 0.61 0.46 0.61 
ap (roam 0734" (O;345 ORS 4 ae OnoH 0.34 0.39 ご = 

* 植田 分 析 ** 柴田 秀 賢 氏 分 析 ***CO。 三 0.78 


見 られ , 試料 の 採取 に 便 で あぁ あり, SER HUT 5 
BE | OVA PRAEVS B EGR SD ¢ 70 

岩 体 内 部 は 第 5 図 の 3 に 見 られ る 如く 大型 の ペル ト 長 石 の 散 点 し た 特徴 ある HOR 
B/E ha ee C8 EB akinlc 2 LEA BBA CHS. 一 般 に 片 理 は 見 られ ず BR 
ACH SM, LRMVIOMRO AE ARMY ESRD 5b BAT ZR p>tan se 


自動 車道 路 や 足尾 線 沿 線 の 切 割 , ER 


+S" 


Oxide Percentage 
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第 2 図 Variation diagram 
雲 状 或 は 波状 の 模様 が 見 
られ る 。 然し 之 に 接近 し 
8 contact A553 A5 A2l sa AT CHIME ZAEO HARA] 
| RR LET RES ERVT 
均質 に 見 られ る 事 が 多い 。 
FORA AGN ES 
APRA OEE L CR 
質 性 を 示す 事 は 河田 滞 
雄 , 大 沢 積 両氏 り の 指摘 
する 通り で ある 。 

岩 体 内 部 に 於 て は 一 般 
に 捕獲 岩 は 少く, それ 等 
の 大 部 分 は 周囲 が 不明 瞭 
CHBRE HU? DOMS 
(> HRB CA 
さき な も の は 見 られ な い 
(第 5 図 -5)。 ZO BK 
DARREIE TREO Cla yey 
é 清 雄 氏 に 依る 報告 が あ 

I Bo 

Mgo 本 岩石 の 鉱物 組成 は 第 

| 1 表 に 見 られ る 如く で , ペ 

68 C2 79 w eB DB 1} BRRARAO 1/3 

SiO, Percentage 近く を 占め , Paws, 

7 と 8 の 問 に ある 。 鉱物 組成 は メカ = カル ステ ー ジ に 依 つ て 測定 し , MHD tame 

コバ ルト ソー ダ に 依 つ て 染色 し て 測定 に 便 な らし め た 。 第 6 図 は いずれ る も 染色 し た 落語 
の 顕微鏡 写真 で ある が , ZOP 1, 2, 4 5, は 開放 = コル で 撮影 し た る の で あぁ る 。 

RABE, 斜 長石 , ベル ト 長 右 , 黒雲 母 を 主 成分 と し , 副 成 分 破 物 に は ジル コン , JAK 
A iA, 磁 鉄 鉄 が 見 られ る 。 一 次 鉄 物 と し て 絹 圭 母 , 緑 泥 石 , 方 解 石 が 生じ て いる 。 

右 英 は 尊 状 多 形 で 移 に 波動 消 光 を 示す 。 PRAIA AL AIEOD) OMS» iH 
痴 , 杜 片 双 上 品 , ペ リク リン 双 上 品 , カー ルス バド 双 卓 等 が よく 発達 し て いる 。 新鮮 に 見 える 試 
FUT Y 中心 部 が 論 質 し て 微細 な 絹 圭 母 の 集合 体 を 生じ て いる も の が ある 。 SAIL 
PSEC SM, ペル ト 長 石 と 接する 周縁 部 に は 展 々 酸性 鋼 長 石 が 細く 帯状 に 取 果 
堪 で いる も の が 見 られ る (第 6 図 -3,6)。 時 に ミル メカ イト を 生じ て いる 。 岩 体 集 縁 部 の 


| 客 長 石 は 汚濁 が 著しく , 全体 が 絹 雲 古 の 郊 状 集合 体 に 変り , 特に 基 の 周縁 部 が 著しい 。 Hi 


+ 
=- 


) 1) 河田 清 雄 , 大 沢 筑 ; 5 万 分 の 1 足尾 図 幅 説明 書 , 1955 


) 2) vamp : 地質 雑 .。 57, 1951 
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硝酸 コバ ルト ソー ダ で 処理 すれ ば 全体 が 黄色 に 染色 する (第 6@ 図 6)。 
ペ ベルト 長石 の 斑 品 は 
4x3 fic ETS 大 き er 
な も が あり , 常に 微細 50 contact A53 AS A2I A30 alt 
RSS & aL TU 
Bo 肉眼 的 に は 一 見 自 
形 結晶 の 如く 見 える る も 
DC WAGE CLS 
V2 LEK O HBR & FSH 
し て 最も 後期 の 結 品 物 
で あぁ る 事 を 示し て いる 。 
加里 長石 に 包ま れる 草 
長石 は 周縁 部 が 不 規則 
な 形 を し て 細長 く 延 
び , ベル ト 石 構造 と し 
て は 形 が 悪い (第 3 図 - 
3) 。 黒 雲母 は 自 形 , 半 68 69 70 7 72 73 
自 形 , ther SL. ie SiO, Percentage 
4B ELA DK EKEZSREERT © 結 品 の 一 部 が 緑 泥 石 に 変っ つっ て いる も の が 多い 。 花 
Mae L Cd 比較 的 多数 の ジル コン を 包 裏 し 特徴 の 1 つ で ある 。 ジル コン の 周囲 の 黒 
BRIS EMER Lo MRA LS AWM 比較 的 大 き な 自 形 乃 至 半 自 形 の も の が 見 ら 
れる (第 6 図 -3, 4) 。 BERMILL v0 


第 3 図 Variation diagram 


Norm Percentage 


eS fh mR 
試料 の 採取 個所 は 第 1 図 の 如く で あつ て いずれ る も 新 解 な も の を 選び , その 大 部 分 は 岩 体 
中 を 南 々 了 西 に 流れ る 渡良 瀬川 に 沿 つ て RAR LE LOCH So 大 き な 斑 品 の 存在 に 依る 分 
‘ 第 4 図 
C-KFEF-PL diagram MF-PI.-Q+ KF diagtam 
MF 


.Q+KF! 
PR LOBIEE DC F BANC HDS 7 AME (300g 以上 ) を 粉末 に し て 分 析 を 行っ 
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OO NGO; A SAA A53, 6....contact 


29 接触 部 の も の を eS き , BORAGE Cm a & AMR AIC IEA LFS KM HES & OCH, 
oh 試料 の 研 魔 面 写真 を 第 5 図 に 掲げ た 。 

本 岩 の 分 析 値 は 第 2 OWN, CHO CAKABICAYD Z 各 酸 化物 の 最小 値 と 最大 値 の 
差 は SiO, 2.69%, Al,O, 2.40%, Fe,O; 0.78%, FeO 0.85%, MgO 0.14%, CaO 
0.667%, Na,O 0.83%, K20 0.57%, で あり ) LOMO APLC BB SiO, 
3.8%, Al,03 17.4%, Fe,O, 40.2%, FeO 50.3%, MgO 42.4%, CaO 27.40%, Na,O 
20.895, KO 17.996 CHOC SiO, が 最も 変化 が 上 少く FeO が 最も 大 きい 。 第 2 図 に 
SiO, に 対す る 各 酸 化物 の variation diagram を 掲げ た 。 分 析 値 か ら 得 られ た Norm 


Bip t SiO, の variation diagram は 第 3 図 の 如く で ある 。 Norm KiIvzkZ Q- 


1 OO ce: NO has S54 OA OS OC OnE 


Q: Quartz Pr: Perthite Pl: Plagioclase Bi : Biotite 
All: Allanite X10 


KF-PI, diagram KU MF-PL-O+KF diagram (i 448 に 示し た 通り で 三角 図表 
中 殆ど 同位 置 に 集中 し 之 等 の 聞 に 大 き な 成 分 上 の 差 が 存在 し な い 事 を 示し Cease 


研究 に 有 要 し た 費用 の 一 部 は , 文部 省 科 学研 究 費 に よ つ た 事 を 附 記 し て 謝意 を 表す る 。 
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MeRANWMFFIOWUBARKR A 
The welded tuff at the Toya caldera 


a & & z (Masayuki Saito)* 


a 


Re JR #f 夫 (Tetuo Fuzihara)* 


Abstract: It has been said that the Téya caldera did not erupt a 
welded tuff, but the writers found it at the circumference of the Téya 
lake. In this paper the writers described its occurence, lithological feature 
and the relations to the Rusuttu formation and the elevated plateaus of 
the district. 


Bes fae 

WARE LCD, MA, ABA, AS PAZ: © 北海 道 に は 多く の カル デラ 湖 が あ 
Bo 洞爺 湖 を の ぞ き , これ ら の 湖 の まわ り に は , VERE DOREY LisNCKH, BE 
の よう で も あり よう で る も る ない 岩 石 が , 広く 発達 し て いる 。 こ れ が , BREKECH SZ EX 
Sih, HES, RAZ COUN, この 疾 結 凝灰岩 を 多量 に 叶 出 し た た め に , WEL 
CS VS ペド の 7 こま りこ の さい る oe 

た が , WAZEUATE ILO C> 類 結 苗 灰 岩 は 叶 出 し な か つた と 考え られ て きた 。 それ は , 
洞爺 湖 を 中 心 に し た 地域 に は , 留寿都 層 と よ ば れる , 大 山岸 の 小さ な 春 や 砂 を わずか まじ 
えた , 軽石 と 火山 灰 地層 が , 広く 厚く 発達 し て いる に も か ゝ わら ず , 話 結 凝灰岩 は どこ に 
も みつ か つて いな か つた か ら で あ る 。 だ が , ほん と うに , 類 結 逆 灰 岩 は な い の か 。 た し か 
に , いま まで の 調査 で は , だ れる も 燃 結 凝 灰 岩 を 記載 し て いな い 。 

し か し 1952 年 12 月 に , 筆者 ら が 洞爺 湖畔 の 踏査 を 行 つ た 際 , 半 乏 か ら 洞 爺 湖 温泉 に 通 
ずる バス 道路 の , 湖畔 に で る 約 500m 手前 (5 万 分 の 1 地形 図 を みる と UBB E DSL 
ろ が ある ) ODRVICBHT FS, 従来 訓 終 期 の 石英 粗 面 岩 と され て いた も の が , YP?) CO 
は , 族 結 着 灰 岩 で ある こと を た し か め た 。 Lb CORRE alt, 当時 , この 地域 の 北 
東 に つら な る , 壮 渓 珠 図 幅 を 作成 中 で ぁ つ た 筆者 の 1 人 藤 原 に よっ つて , 新 大 滝 か ら 喜 茂 別 
に か け て 広く 発達 する 話 結 凝 灰 岩 (BEMVEEAR LOI AREHOTWS) と , BARE 
つた く 同 じ で ある こと を 指摘 され た 。 

さら に 1954 年 の 夏 , 筆者 の 1 人 理 藤 は , 留寿都 図 幅 作 針 の た め 野 外 調査 を 行 つ た 際 に , 
WAS OAL Aw 4km お よび 北西 方 約 Skm の と ころ に , それ ぞ れ SAMWNOMRCEY 
> ABR Ke bE Lo 

この よう に , いま まで は 気付 か ず に きた けれ どる も , WAH $i Dicik, AREA OD 


※ 北 海道 立地 下 資 源 調査 所 

1) 佐々 木 早苗 ; 北大 卒論 , 1935 

2) ANWAR ; 北大 修論 , 1950 

3) BRAK: 5 万 分 の 1 渓 珠 図 幅 説 明 書 (北海 道 開発 庁 ) 1954 
4) 藤原 哲夫 ; 北 地 要 No.27, 1954 
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ある こと が は つき り と し て きた 。 し か も, これ ら の 分 布 や 産 状 あ る い は SAIH 0 CH 
く , 留寿都 層 と の 関係 , 段丘 画 と の 関係 な ど に つい て も , か な り は つき りさ せる こと が で 
eho CNEOLERSHEMMLC EAT RARE Kal BE6 6 WA VT FZ 
に 関係 ある る も の と 考え て よい と 思わ れる 。 小 文 を 草 し て ご 批判 を 仰ぐ 次 第 で ある 。 な お ;, 
北海 道 大 学 理学 部 地質 学 鉱物 学 教室 の 湊 正 雄 教 授 に は , BORIC OW CB ABW AWE 
ご ざ ご 教示 を 仰い で いる 。 明記 し て 厚く 感謝 の 意 を 表 わ す 。 


1. BHRRAODAS LUOEK 
現在 まで に , 筆者 ら が 確認 し た , WME POI L CHAT Sem Kald, IM 
示す よう に , 洞爺 湖 の 南東 , 北西 お よび 北 の 3 個所 で ある 。 これら は , まえ に の べた ょ よう 
に , YARED & 500m~5km し か は な れ て いな い o 
洞爺 湖東 南 の も の は , 湖畔 か ら 約 500m し か は な れ て お ら ず , 従来 黒松 内 期 の も の と い 


第 1 図 洞爺 湖 附 近 の 留寿都 層 及 び 喜 茂 別 竹 結 奨 灰 岩 分 布 図 
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DN TCERTBO LES P )UBRDNTWSo THM, どう 拡がる か は わか ら な い 。 し 
PLEO? A UCAROMRRKAM, 洞爺 湖 の 北東 方 お よび 北方 に 。 それ ぞ れ 約 15km 
OMAR, 喜茂別 附近 に も 広く 発達 て いる し , Y) 岩 質 は よく わか ら な い が , 約 5km 東 
FiO PERILS DY SRK BOHALLE, 太田 良平 が 報告 し て いる 。! これ ら が , は た 
し て 同じ 笑 結 弟 灰 岩 で ある か どう か は 明らか で は な い が , 少な く と る も, 同じ で は な いか と 
いう 推測 は で きる 。 な お 。, MAD 5 BIN HU CHAT SARK (SEVERE) 
と , その 上 位 の 地層 と の 関係 は , 新 大 滝 附近 で は 粘土 層 が の り , その 上 に 高位 段丘 堆積 物 
と 考え られ る 秘 春 層 が あぁ つて, ENEFERBBOCKSARERKE PAB) OD 
発達 し て いる 。 9) また 喜茂別 附近 で は , 高位 段丘 堆積 物 と 考え ら る 砂 隊 層 か の り , あぁ る 
wise t OCH L Tuo 

Wa LOY Od, SCAR POACPR BED 6 Skm は な れ た 土 場 と いう と こ 
ろ が あぁ ある が , この 土 場 を 中 心 そ し て , 綱 気 別 川 の 河 周 に 軍 出 し て いる 。 筆者 の 1 人 斎藤 は 
BRUINS 2kmMORCHBL CS. この 燃 結 凝 灰 岩 は , bec ZL ARIE 
灰 質 の も の に な つて 留寿都 層 に か わる が , つぎ ざ に の べ る よう に , RIK & PHAR L 
は , こと な つた 環境 の も と で 叶 出 され た る の で ある こと が が, 上 明らか で ある 。 す な わ ち , Hh 
FAIL TOT ERK AD 9 AMI, 片 状 黒 福 色 の 薄い 粘土 が の り , KEA~ EON AT 
灰 質 砂層 か ら 次 第 に 火山 灰 質 と な り 軽 右 を まじ え , 位 層 の 発達 する 部 分 を へ て , 桃色 の 火 
山 灰 層 に か わる 。 基 山 灰 層 に な る と , 掌 大 の 軽石 も 多く な つて , いわ ゆる 留寿都 層 の 外観 
が よく あら われ て くる 。 この よう に , COMROBH Cle, RRA oI AME LBA 
られ る 留寿都 層 に か わる 時 期 に は , 水 の 影 響 が あつ た こと が 物語 られ て いる 。 な お , この 
附近 の 調査 は , これ まで に 佐々 木 早 藻 (1935 年 ), 小山 肉 力 や (195( 年 ), 太田 良平 9 (19 
5< 年 ) な ど に よ つ て 行わ れ て いる 。 3 氏 と る も 留寿都 層 の ある こと は みとめ て いる が , VEE 
溢 灰 岩 は みとめ て お ら な い 。 そ し て , いま まで の べ て きた 話 結 牽 灰 岩 と 留寿都 悦 へ の 移 化 
部 を , 佐々 木 は 豊浦 層 , 小山 内 は 豊浦 層 群 上 部 層 と よん で それ ぞ れ 訓 疑 層 に , 太田 は 土 場 
BLLA CHMBK, 対比 し て いる 。 

洞爺 湖北 方 の も の は , 湖畔 か ら 約 4km は な れ な た 軸 気 別 川 の 河 周 に な られ る も の で , 前 
人 述 の 土 場 附 近 の る も の か ら , 2.5km ほど さか の なつ な た 地点 で ある 。 分 布 範囲 及び 周囲 の 岩 
AE OBURD, 調査 が 不 充 分 な た め に よく わか ら な い が , 留寿都 層 が うえ に くる こと だ け 
は た し か で ある 。 た だ し その 関係 が , 土 場 附近 と 同じ か どう か は , 明らか で な い 。 

2. TBRREKAOSA 

WAAC RE, HEPA 4 Olk 灰白色 か らち ら いくぶん 淡紅 色 を お びな た MAM RRO RE 
RED EA 7IMAE LOW SA 洞爺 湖 の 北西 , 土 場 附 近 の も の お よび WARM IED 4 O 


佐々 木 早 苗 ; 前 出 

小山 内 照 ; 前 出 

高 進 ; 北大 修論 , 1950 

,9) 藤原 哲夫 ; 前 出 

太田 良平 ; 5 万 分 の 1 徳 苑 般 図 幅 説明 書 (地質 調査 所 ) , 1954 
佐々 木 早苗 ; 前 出 

小山 内 態 ; 前 出 

太田 良平 ; 前 出 
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は , 灰色 か ら や や 青 味 が か つた も る の まで あり , REAMROMDDASNSM, HEIL 
TEC, 一 見 類 岩 の よう に みえ る 。 Ere, 前 者 は , これ まで 石英 粗 面 岩 と み ま ち が えら れ て 
いた よう に , 石英 の 班 品 が ひじ よう に 多く , 構成 鉄 物 る 破砕 片 と な つて いる も の が 多い 。 
それ に 反し て 後者 で は ; 石英 が ずつ と 少な く な つて 。, bet LU CAR CALM ENG < 7% 
る ば か り で な さく, 角 図 石 は まつ た ぐみ られ ず , 破砕 片 の 量 も ずつ と 少な く な つて いる 。 

ZOVRRDCAIX, 洞爺 湖南 東 の も の と 北西 お ょ び 北 の も の と で は , 多少 外観 が ちがい , 
構成 鉄 物 や 破砕 片 の 量 も ちがう が , BEOGRAD MD, 捕獲 岩 の 種 類 な ど に 共通 
し た 性 質 が みとめ られ る こと か ら , 同一 の 庄 結 北 灰 岩 と みて よい と 考え られ る 。 

この よう に , この 疾 結 凝灰岩 は , 所 に よ つ て 多少 の ちがい は ある が , 概観 する と , 石英 
の 量 が 多く , ASV? KM ACRRIKCE LITRCOUCEAIKbERIBOT むし 
ろ , 富良野 か ら 旭 川 附 近 に か け て 発達 する 十勝 妖 結 苗 灰 岩 に に て いる 。 な お , WARS 
の も の と 岩 質 が よく に て いる 喜茂別 妖 結 藤 灰 岩 の な か に は , 中 里 附 近 の も の の ょ よう に, B 
雲 入 が ふく まれ て いる こと は 支 和 峰 結 奨 灰 岩 と は まつ た くち が ふ 点 で ある 6 

つぎ に , HST CHE LEM EDX~So 

(8) FRM REERNOCO (第 2 図 )。 BYICRBDSAY, その な か に , つ 
ZOLIZHS CREHRASNSo 


O20 WR MROOLEOS  _— HAP REPRE Wella > 20d 

elas ye se A 石英 は , 径 数 mm~0.5mm OAkREw & と な 
つて いる も の が 多い に が, MARSH CT 和 丸 味 を お 
びている も の も ある 。 破砕 片 の な か に は 。 A 
規則 な 割 月 が 発達 し , FOLIA TBS HD 
て いる こと が 多い 。 

SRAD> BHR ERO ZI EMBW 
0.24mm x 0.4mm~0.8lmm x 1.46mm OF 
NON 結 品 で Fos 4 pw, BAM 
mie ki Abn, HEY 発達 し て い 
る 。 ペ リク リン 式 双 上 品 を 示す も の も ある 。 An 
28An50 で , 灰 草 長石 ~ 中 性 長石 に 属す る 。 

xetatinag vx, 0.16mmx0.4mm~0.49mm 
x0.8lmm の 半 自 形 ~ 他 形 結 品 で , Sv. 多 色 
性 を 示す 。※X 三 淡紅 色 , Y= 淡 褐 色 , Z= Yee 

RE mm 色 , 普通 婚 石 は , 0.49mmx1.38mm く らい の 

Q: A, Pl: SEB, Hy: & 半 自 形 ~ 他 形 の 結晶 で , 多 色 性 は な く , WR 
weve, Ho: 角 関 石 , Mg : 磁 鉄 が よく み ら れ る 。 a 

gk, G: Bu, Xe: ゼノ フリ ヌス 角 関 石 は , 0.16mmx 0.4mm KO RES 
品 が 多く , つぎ の よう な 強い 多 色 性 を も つて いる 。 X== 淡 緑色 , ZB 

右 基 は , Fe He ELC, 角 磁 状 和 構造 を な し , MEOARAMIBORB OPIS, きわ 
CHB 22 YER S TPIS 埋め て いる 。 RRGKPCRRAY 散 点 し て みとめ られ る 。 持 
tere kL Clk, AME EWE, 安山岩 , BURA BY, 凝 灰 質 砂岩 な ど が み ら れ る 6 

(b) ASLO OO (第 3 図 )。 HYICKBMDS AY, その な か に , つぎ の 


Be SG 5 Bk = 3 189 


よう な 割合 で 破砕 片 が みな られ る 。 SEAD>AE> THES RE, PN VERTED 
も の が 多く , ほとん で ど 径 0.32mm 以下 で ある が , 斜 長 右 の な か に は , 0.49mm x 1.14mm 
に 達する も の も ある 。 

右 基 は , 流 理 構造 を 示す と ころ と 示さ な いと ころ と が あいり, FORMOBREI 205 
So ! つ は , 無色 透明 で 不 規則 な 形 を し , そ の 1 部 が 絹 未 状 に な つて 1 方 向 に ひき の ば され 

第 3 図 AANA IL LS BADE Ee ToGo WE lowe ZNeEHBOSZILIABE 
存在 する 。 ご く 細 か な 汚染 され た も の で ある 。 

fie tl Ci, 石英 粗 面 岩 , Bite, & 
le ZRAa Be BRE 安山岩 プロ 
ビラ イト な ど が み ら れ る 。 

3. See t ORK 

留寿都 層 と は , 19334, 長尾 巧 , 佐々 保雄 
EOC, 洞 頂 湖 の 北方 約 10km の 留寿都 高 
原 に 模式 的 な 発達 を みせ る , 火山 岩 と 小さ な 
奏 や 砂 を わずか まじ えた , BAL KWKOM 
層 に 対 じ て 名 付け られ た も の で ある 。 SLT, 
この 地層 は , 長尾 ら に よっ つて 壮 蔽 山の下 を く 
ぐり 倶 知 究 の 北方 約 3km の 倶 圭 山 附 近 ま で 分 
布 ピ てい る こと が 』 明 らち か に され て いる 696 EO 
噴 貞 源 に つい て は 言及 し て いな い が , 1h ER 


QO: Ae GR Pua OMEN eBATEEACHSo その 後 1935 
Bere 1) A 年 , 佐々 木 早苗 は , WARMED HR FTO 
て , これ と 同じ よう な 地 司 が 洞 作 湖 の まわ り に も 広く 発 遅 し て いる こと を みとめ , HEM 


層 に ふく め な た 。 そ の 後 小山 内 万 , 太田 良平 は と る も に それ を ひき つい で いる 。 

し た が つて , 留寿都 層 の 叶 出 源 に つい て は , 2 通り の 考え が も た れ て いる よう で ある 。 
ある 人 は , BBA BERK H DCH 4o 洞爺 湖 附 近 の も の は 別物 で あろ うと 
いい , ある 人 に は 留寿都 層 は 洞 多 湖 の 叶 出 物 で あろ うと いう 。 石川 俊夫 は 後者 の 側 に 立つ 
て , 洞 称 カ タル デラ に 関係 する 軽石 流 の よう な も る の と 老 え , 北海 道 の カ ル デ ラ で , VERRBERK 
岩 を 谷 な わな か つた た だ 1 つの タイ プ , と し て あげ , 洞爺 カル デラ は , MERRRVCE (VED) 
の 代り に , COBBLE KK ba SAU MMO RMR LIE, と の とべ て いる 。 

この よう に , WR S 約 40km は な れ た 北方 の 倶 圭 山 附 近 に まで 広く AHL TW So 
同じ よう な 岩 質 の 地層 が , は た し て 同じ も の で ある か どう か , それ は , BACH TH 
ら な い の で , 等 者 あ も よく わか ら な い o。 LALLA Lb, 長尾 ら が 留寿都 層 の 模式 地 と 
し た 留寿都 高原 に 発達 する も の は , 南 に 追 つ て ゆく と , 洞 需 清 の まわ り に つなが つて ゆ 


ZN 


き , し か も , まえ に の べた よう に , 下部 は 償 層 を し めす 部 分 を へ て 妊 結 前 灰 岩 に か わる 。 


その 様子 は , 筆者 の 1 人 斎藤 の ほか , NUAB, 酒 勾 純 俊 お よび 土居 第 雄 が , 登別 地方 で 


x 


1) 長尾 巧 , 佐々 保護 ; 地質 雑 , 40, 557~565, 1933 
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の べ て いる YD”), REICH LEO LP IC < SREAUED £5 BHI L OBIT So 

し た が つて , RUT ¢ PRA & OBIS. TAKIN t COW 5 AMC IE 
し て 取扱 う の が 適当 で あろ う 。 た だ , COMMCAATORMBS DO, その 聞 に は わずか 
で は ある が 水 の 影 響 を うけ た で あろ うと 老 え られ る 。 


4. 段丘 よ と の 関係 

洞爺 湖 の まわ り に は , 標高 260m~300m の 平坦 面 が 発達 し て いる 。 と くに , 北西 の 北 
ME, 南 仁成 香 に み ら れ る 美 く し い 平 坦 面 は , ゆる い 傾 斜 で し だ い に 高 さ を 増し な が ら 
SAM 土 場 附近 で みな られ る 喜茂別 糖 北 に の び て , 400m 前 後 の 留 寿都 高原 まで つづ い 
tetlce ¢ BEC ORR て いる 。 ま た , これ と 同じ 高 さ の 面 は , 喜茂別 か 
HAAR DW C, 尻別 川 の 流域 に も 広く 発達 し 
て お り , FAD dic BRAM CHS CO MC 
は , 280m 前 後 の と ころ に , REWREADOT 
お り , 洞 委 湖 の 北方 約 $km の この 原 附 近 を は じ 
め , 北 鈴 川 附近 , SPER, SARA 

TAVIVT MERE, GFRTALHSENS 
この 段丘 面 に 続く さら に 低い 面 は , ERE IIZK 

系 に そう る の と , 尻別 川 水系 (真狩 川 を ふく む ) 
に そう る も の と , 2 つの 方 向 だ に それ ぞ れ 200m 前 
後 お ょ び 100m 前 後 の 平坦 面 が み ら れ る 。 前 者 


W . 灰色 類 結 凝灰岩 ~ : 

C: BOR KREELE VEER aC, 後者 は 日 本 海 に つら な る も の で ある 。 
S : REREAD )S 調査 を まだ 充分 に 進め て お ら な い の で , は つき 
A: JK WIKIS り し た こと を 断言 は で き な い 。 UPL> 地形 図 の 


うえ か ら 読 取ら れる こと も あわ せ て 考え て みる と , これ ら 高 さ の 段丘 面 は , 40 1\¥8 
FRO/NUPER, 酒匂 純 俊 と と も に 調査 し た 登別 地方 の も の と , ひ り じ よう に よく に て いる 。 
あ ヵ Re Bova b Dima 0 ee ee 
の も の は 低位 段丘 で あぁ る 。 

Clk, 留寿都 層 は これ ら の 段丘 と どの よう な 関係 に ある か と いう と , 高位 段丘 砂 磁 層 で 
お お われ て いる 。 し た が つて , 登別 地方 の 層 序 か ら 判 断 す れ ば , 浜 積 世 初 期 と いう こと に 
な る 。 し か る も , MAMIE LAE DUE 21k, 一 括 し て 洞爺 火山 噴出 物 と で も し て 取扱 う の 
が 妥当 で ある 。 と いう よう な こと を あわ せ て 考え る と , この 疾 結 凝灰岩 が 第 三 紀 の も の で 
ある と いう 根拠 が 少し も 発見 され て いな い 現 在 , いち お う , HARRIE CERES) 
ど ぐ ほ 同じ 頃 の る の と 考え で お いて よろ じい で あろ る う 5 


aS & pe 
洞爺 湖 は , ACHEIEO DV FF CRERRBEUCE & MEH L ORR ILOOBIEL THY S 
れ て きた が , WARM FOI Y, BROS EEK ARAM OTE Ro SHE OME 


1) AEAZ AUARR, Yami ; 5 万 分 1 登別 温泉 図 幅 説 明 書 (北海 道 地下 資源 
調査 所 ) , 1953 


2) 土居 代 雄 ; 5 万 分 ! 白老 図 貴 説明 書 (北海 道 地 下 資 調査 所 ) , 1953 
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灰 岩 は , 分 布 , 産 状 , 岩 質 , 留寿都 層 と の 関係 , 段丘 和 面 と の 関係 な どか ら , お そら く 洞 祭 
湖 か ら 叶 出し た も の で あろ うと 考え られ る 。 そ し て その 噴出 の 様子 お よび 時 期 は , 登別 地 
方 に 発達 する 登別 炉 結 凝灰岩 や) と 同じ よう な る も の で ある と 推測 され る 。 

すなわち , 少な くる も 従来 留寿都 層 と いわ れ て きた も の の 1 部 (模式 地 の も る もの を ふく む ) 
と , 洞爺 湖 の まわ り の 疾 結 凝灰岩 と は 洞爺 火山 噴出 物 と し て , 一 括 し て 取扱 われ る 性 質 の 
も の で , 1 つの 大 山 活動 の 経緯 を 示し て いる の で ある 。 そ し て 噴出 の 時 期 は , 高位 段丘 堆 
積 す る 前 の 洪 積 世 初 期 で あり , BMRA LL oi, 現在 わか つて いる 範囲 で は , AL 
海道 で も つと る も 古い 時 代 の 類 結 北 灰 岩 の 1 つと な ろう 3。 

し か し な が ら そ の 分 布 状態 が かなり と ぎれ と ぎれ で ある と いう こと か ら , も つと 古く 
て 第 3 紀 の も の で は な いか , と いう 考え も も た れ な いわ ね わけ で は な い 。 し か し 第 3 紀 の る も 
の で ある と いう 証拠 は いま の と ころ 何 ! つ あぁ が つて いな い 。 し か る も , 登別 地方 の 例 を みて 
も , 高低 段丘 堆積 物 が 堆積 する 前 に , 倶 多 楽 カル デラ が 400m を こえ る 落差 で 隆 没 し て 
いる こと を 考え る な ら な ば, 倶 多 楽 湖 に くら べ て は る か に 太 き な 洞 発 湖 の 陥没 を と も な つた 
地 塊 運動 も る それ に 劣ら な い 大 き な る も ので, も つと 広い 範囲 に わた つた で あろ うと いう こ 
と が 考え られ る 。 し た が つて , 洞爺 湖 の まわ り に は , 多く の 断層 が で き て , 燃 結 凝灰岩 と 
留寿都 層 を ふく む 洞 爺 火 山 噴 出 物 が , きれ ぎれ に され る と いう こと る も 当然 考え られ る 。 と 
いう よう に , いま の と ころ 洪 積 世 初 期 と 考え て お く の が 適当 と 思わ れる 資料 の 方 が 多い 。 


A Rte lh SF wR OR R AB A (I!) 
Syenitic rocks of the Utsugiono District, Yamaguchi 
Prefecture (II) 


村 上 ft #2 (Nobuhide Murakami)* 


IV 岩 型 粘 互 及び 周囲 岩 体 と の 関係 

i) 一 岩 体内 に お ける 関係 一 般 に 周縁 部 程 有 人 色 久 物 少く 石英 カリ 長石 量 を 増し , 叉 
PRE, FORGED RUT IVA VIER BR AMET 40 BARMERA a FE 
MEPEEE EK KANE BAO—M CL TV) Thea BSI AVR 
が 全く 含ま れ な い 。 ALA MRBRABRAI NN ORR AB Be Ba Cid 内 部 に カリ 
BARS? 有色 鉱物 は 周縁 部 に 集 つ て いる 。 アル カリ 花 賠 岩 質 岩 中 の 石英 カリ 長石 は 
同 囲 の 花 賜 岩 と 同一 性 状 の 事 る あぁ る が , 他 の 鉱物 を 交代 し 双岩 体 の 走向 に 平行 の 細 脈 を 成 

FHYDZo BH FBALEAKONMCOBS YD. ARB CARBO RA 

Ez CS RHAAI BW CRMEIOBILO® > BLUE, 同一 岩 型 で も 岩 体 
(cE ZRAEMOAILOBZ LV BHD, CNSORVEGRAH RE Be kA) Aiea 
| 質 岩 に 著しい o 


1 

1) 斎藤 員 之 , 小山 内 上 , 酒 名 純 俊 ; AH 
2) HBR: 前 出 

un 大 学 文 理学 部 地学 教 室 
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2) 周囲 岩 体 と の 関係 PRAM EILT 2 UEMABSE SE Cm acme gt So Bl 
DHEA ORE RRS AOE LBA ERK CS. BRR al 接する 
ifs Blk THES OMRAOHRALE IO, 叉 石英 脈 を 多く 伴う 事 も ある (Fig.4)。 7 
ルカ ヵ カリ 花 賠 岩 中 の 石英 ) カリ 長石 は 周囲 の 花 賜 岩 よ り 少 い 事 も ある が 著しく 多い 事 も あ 
Fig. 4. Quartz vein in alkali-metaso- Bo 人 花 韻 岩 以外 の 岩 体 に 対し て は 次 の 様 
matised granite near contact to syenitic な 関係 が 見 られ る 。 
rock. a) RESET TI 4 ド テ ペグ マタ 
Ab Leg SRAM bony, 
BEA CLARARERA(LL, 時 に 石 
英 量 が 著しく 減少 し て いる 。 然し 前 者 に 
伴う 石英 , 緑 冬 石 等 の 脈 に は 貫 か れ て い 
る (Fig. §), 

b) BURRS CRS 5 破砕 化 の 著 し 
い 人 花 賠 岩 中 に 殆 ん ど 変 化 の な い 花 内 図 緑 
岩 が 捕 織 され て いる 。 前 者 は 閉じ い ア ル 
カリ 交代 を うけ て いる の に 後者 に は その 7 
作用 が 全く 認め らち られ な い 。 

c) ARES t BUS CRC 後者 は 草 


Sy ; syenitic rock, Gr; granite, 
Qz ; quaitz vein. 


長石 化 , カリ 長石 化 , 黒雲 母 化 を うけ て いる 。 
3) ARSE eA ORK 


Fig. 5. Pegmatitic vein and alkali- Fig. 7. Potash-syenitic rock in epi- 
granitic rock with syenitic parts. dote-syenitic rock. 
RY 1 
i 
Pg; pegmatite, Ww 
" a 
Ga ; alkali-gra- i 
nitic rock, Gr; te ) 
; x ' 
Sranite; oye: ne 
; ot west ) 
syenitc. part, Re 
x 


Pa ; albitized 
pegmatite, V; 
quartz and 


3 Sp ; potash-syenitic rock, Se; epido- 
mafic vein’ as ®, a tia: 


te syenitic rock, Ga; alkali-granitic 
rock. 


Fig.6 に 見 られ る 通り カリ 長石 の 量 は BARRE, 灰 鉄 次 石 一 角 関 石 隊 長 岩 質 
a mRANRa aa 7” AREA A OM CHL, 略 々 同様 の 関係 誠 傘 う ア ルカ リ 花 
岩 質 岩 に も ある 。 これ ら の 岩石 の 分 布 は 地質 図 上 に 見 られ る 通り 同一 順序 に 配列 し て 
いる 。 各 岩 型 の 直接 する 事 は 少 い が , た ゞ 緑 艇 石 関 長 岩 質 岩 中 に 岩 体 の 走向 に 平行 の ポテ 
ッ ト 状 の みり リ 了 図 長 岩 質 岩 の 生じ て いる 事 が あり (Fig. 7), RARAMRE RAC Rigen 
RORANIC EEC COS 事 が ある 。 な お 関 長 岩 質 岩 中 の FAMMOERR TOW 


age Lic iain 
a で 
“ Na Sie 
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Fig. 6. Variation in modal composition of syenitic and alkali-granitic rocks. 


PL 


KF Q KF+Q M+Ac 


PL; plagioclase, KF; potash-feldspar, Q; quartz, M; mafic minerals, Ac; 
acce3S ry minerals. open circle; leucocratic and garnet-syenitic rocks, triangle; 
pyroxene-hornblende and hornblende-syenitic rocks, solid circle; epidote- 
syenitic rocks, semi-solid circle ; potash-syenitic rocks. 


ES ORIOLE POR ARM SCE L CHR Zo 


V 関 長 岩 質 岩 の 成 固 

既 述 の 様 に アル カリ 花 向 岩 質 内 は 周囲 の 花 賠 岩 に 少 移 し , 叉 粒度 , FRROTEU RA RA 
に 大 灰 質 核 残存 する 事 等 より 後者 の アル カリ 交代 に より 生じ た も の で , RMEEREY 
周囲 の 花 己 岩 及 ペグ マタ イト 脈 と の 関係 等 か ら 同様 の 成因 と 考え られ る 。 この 場合 一 岩 
体 の 内 部 で 有色 鍼 物 が 多く カリ 長石 , 石英 の 少 い の は 談 成 分 化 に より 内 部 に CaO, MgO, 
FeO, Fe,0。 等 が 集 り 周縁 部 に K.O, SiO, の 集 つ た 為 か , 内 部 の SiO。, KO が solution 
に より 運び 去ら れ た 導 か で ある と 考え られ る 。 TAA IVHMAAERAMO EME RO 
カリ 長 右 化 , 弐 化 , 石英 脈 の 生成 等 は 主 に 前 者 に より 説明 され , 優 白質 関 長 岩 質 岩 等 に 石 
英 , カリ 長石 の 少 い の は 主 に 後者 に より 説明 され る 。 (ALA NRBRARRRANRE 
質 岩 の 一 部 で は 内 部 に K,O が 集 り CaO, MgO, FeO, Fe,0,, 等 は 周縁 部 に 集中 し て い 
Zo HA DRMOARAIAIE, 帯状 変化 も 同様 の 作用 に た よる も の で あろ 3 う 。 " 

次 に solution の 成分 を 考え て 見 る と , 図 長 岩 質 岩 中 の カリ 長石 の 量 と 岩 型 の 分 布 と の 
関係 より 初期 に た 著しく Na,O に 富む solution が 次 第 に KO に 富ん で ゆく 事 が 分 る 。 こ 
の K。0 は 花 褒 岩 の 交 代 に より 得 ら れ た と 考え る の が 肛 当 で あろ う 。 か ・ ゝ る solution は 花 
貼 岩 中 の 破 確 帯 に 侵入 し た も る も ので, 倖 長石 双 卓 の 屈曲 等 か ら 交 代 は shearing の 行わ れ て 
いる 聞 の る も の で ある 。 こ の 磁 砕 帯 は 花 慢 岩 体 の 周縁 境界 線 に 平行 し て いる 事 , (hla PO 
花 庫 関 緑 賑 捕獲 岩 体 が 殆 ん ど 破 砕 さ れ て な い 事 , 花 賠 岩 体 の 周縁 部 に 多い 事 等 か ら , Be 


1) 岩 型 に よる 岩 体 の 大 さ の 相違 及 同 一 岩 型 中 で も 岩 体 に より その 大 さ , 鉄 物量 比 に 
差異 の ある の は solution の 成分 の み で な く , 岩 体 の 破砕 度 , solution の 侵入 地 ょ り の 


下 離 等 に 主 に 関係 し て いる と 思わ れる 。 
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の 貫入 時 に 生じ た も の で , BRIG HRS LO OURO Ze & BUEN BROT 
LEAE#ZZLNSo ME solution の 侵入 は アプ ライ ト , A774 ABARTH SO 
4 Na,O に 極め て 富む 岩石 を 調べ る と , 小 野尻 北部 の 優 自 質 隊 長 岩 質 岩 及 槍 小 野 西部 と 
TBR RAMAN RE BERS T5NSo 従 つ て solution は これ ら 三 地点 に 侵入 し 
Hoe ED KO 量 を 増し 定 ら 地 質 図 上 の 矢印 方向 に 進ん だ と 差 えら れる 。 これ 
BARODA, 本 極 石 の 様 な 高温 の 鉄 物 を 有する の に 其他 で は MRAZ HE 
載 的 低温 の 鍼 物 で 特徴 付け られ る 点 か ら も うか ゞ える 。 従 つて 交代 作用 は 前 者 で は , am- 
phibolite~e vidote-amphibolite facies に , 後者 で は epidote-amphibolite facies に 
属す る も の と 考 えら れる so 

双 述 の 様 に 岩城 島 り , RB. es? = ERY 倉敷 北部 , 北九州 等 に は 関 
BHR GRA LAL CWS. これ ら は その 産 状 , BACHE B)SORAIK 
極め て 類似 し て いる 。 こ れ ら の 岩 体 は 以前 は 花 賠 岩 染 に よる 石灰 質 岩 石 の syntexis に よ 
OSHA? され て いた が , 地質 的 に その 様 な 可能 性 は 殆 ん ど 考 えら れ な い 。 Daly3) は こ 
の 他 結 唱 片 岩 や 塩基 性 岩 の syntexis に よる 成因 を 考え て いる が , か ゝ る 可能 性 も 余り 期 
FEHR to SRF (7b aE KU KO, SIO, に 富む 岩 藤 の “搾り 出し "に よ 
り NagO WRU BAOEREBA CWS, 以上 の 岩 体 は 貫入 岸 で な く 槍 小野 と 同様 に こ 
alkali-solution に よる 交代 岩 と 考え る が 妥当 と 思わ れる 。 杉 健一 9 に よる 草 長 石 花 賠 岩 
の 生成 , 小島 丈 児 , 秀才 H) に よる 関 長 岩 質 アプ ライ ト の 生成 も 類似 し た 現象 で 国外 12) で 
も 類似 の 報告 が 度々 あぁ る 。 

この 様 な solution の 源 に つい て Gillson13) は Smith!*) に < よる gaseous transfer の 
作用 に より 深部 より も た ら さ れ た と 考え て いて , Schairer19), Bowen!®) (x Hat Oe BE 
用 の 末期 に , 特に HO が が 多い と か ゝ る Alkali solution を 生じ や ゃ や すい と 述べ て いる 。 NR 
上 述 の 諸 岩 体 は Fig. 2 に 示す 通り その 多く が カリ 長石 に 富む 優 白 質 花 賠 岩 に 伴っ つて る の 


1) 杉 健一 , 久 網 正典 > 前 出 

2) Umegaki,-Y., Soeda, A. and Fukuyama, Y.; Jour. Sci. Hircshima Univ., 
Ser. C, 1, 67, 1954 
佐藤 源 郎 ; 7 万 S74) 1 高松 図 幅 及 説明 書 , 1936 


ow 


) 
4) BESFRRABB, 小 出 博 , 森本 良平 ; 地質 雑 49, 207, 1942 
5) ABZ; MARR AR 6, 2, 1955 
6) 藤本 重 美 ; 山口 大 学 文 理 学部 卒論 (手記 ) , 1956 
7) 八木 健三 ; 地球 科学 1, 6, 1949, 野沢 保 ; 地質 雑 58, 469, 1952 
8) Daly, R. A. ; Igneous Rocks and the Depths of the Earth, 1933 
9) Taneda, S.; Jap. Jour. Geol. Geogr: 22), 23521952 
10) 杉 健 一 ; 地質 雑誌 40, 385, 1932 
11) 小島 丈 児 , FSA: 地質 雑誌 55, 5, 1949 
12) Gillson, J. L ; Jour. Geol. 36, 471, 1928, Larsen, E. S,; Econ, Geol. 


23, 398, 1928, Gummer, W. K., and Burr, S. V; Jour. Geol. 54, 137, 1946, 
Emmons, R. C.; Geol. Suc. Am. Mem. 52; 71, 1953 

13) Gillson, J. L.; AiyHt 

14) Smith, C.H.; Am. Philoc. Soc. Proc. 66, 535, 1927 

1S) Schairer J). F. and Bowen, Nile Am: Jour. Sci. 253, 681, 1955 

16) Am. Jour. Sci. 254, 129, 1956 
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q; quartz, k; potash-feldspar, p; plagioclase, g; garnet, py; pyro- 
xene, h; hornblende, e; epidote, b; biotite. 

1; garnet-syenitic rocks, 2; hornblende-pyroxene-syenitic rocks, 3; 
epidote-syenitic rocks, 4; potash-syenitic rocks, 5; porphyritic syenitic 
rocks, 6; porphyritic granite, 7; hornblende-bearing biotite-granite, 
8; coarse-grained biotite-granite. 


で , Emmons!) Gates?) 等 の いつ て いる 様 に カリ 長石 中 の unmixing sodic feldspar 
material が 岩 禁 貫入 時 の shearing (ck DAU: AHEORE Fie WRK LID 
あか も し れ な い 。 こ の 問題 に つい て は 今後 更に 研究 を つ ゞ * け て ゆく 積 り で ある 。 

稿 を 終る に 当り 種々 御 助言 , 御 教示 を いた ゞ いた 山口 大 学 高橋 英太郎 教授 , 九州 大 学 山 
言 勝 氏 , 広島 大 学 吉田 博 直 氏 , 迎 三 千寿 氏 , 岡山 大 学 逸 見 吉之助 氏 , 光 野 千春 氏 の 方 々 に 
午 く 御礼 刺し 上 げ る 。 


1) Emmons, R. C. ; 前 出 
2 2) Gates, R. M.; Geol. Soc. Am. Mem. 52, 55, 1953 
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日 高 帯 猿 留 川 地域 の く PVS4 bck ohbOnsZaA SE (ID) 
Notes on inclusions associated with migmatites at Saruru 
River district in Hidaka, Hokkaido 


外 崎 与 ww (Yono Sotozaki)* 


3. MBBHBBS この 包 有 岩 は , 8 ケ所 の 地点 で 観察 され る 。 そ れ ら の 密 頭 は , ほ 
ぱ , N40°W 方 位 の 線上 に な らん で いる (第 1 図 )。 こ の よう な 分 布 は , 他 の 包 有 岩 の 分 布 
に くら べ て , いもち じ る し いい 特徴 で ある 。 包 有 岩 の 大 いさ は , 2m~50cm 程度 で ある 。 F 
た , 形 も 大 型 な も の は 不 規 則 だ が , AW OKABE SL, BIRR! OER ICA 
られ る 岩 脈 状 包 有 岩 は , ここ で は 観 符 する こと が で き な か つた 。 母 岩 と の さか い は , 一 般 
に は つき り し て いる が , LOL, さか い に 幅 83~5cm の 優 和 白質 の 帯 が 包 有 岩 を ふち どる も 
の は , 包 有 岩 の 周 縁 部 が 粗 粒 に な り , さか い が 不 鮮明 に な る 。 KAA OTE O BW 
だ に は , 花 向 岩 質 ミグ マタ イト が 注入 され , BHODSSBVOU, Hd OFF MBRIT 7 
イト 中 に 挿 か くさ れ て いる (第 3 図 , 4)。 な お , CHROMIC, 黒雲 母 化 作 用 を うけ 
た も の が ある 。 この 種 の 包 有 岩 に は , あま り 大 き な も の が な い 。 黒雲 母 化 作用 は , 包 有 岩 
の な か に 網状 に すす み , その 黒雲 母 網状 脈 が ひろ く な つた も の で は , BEE EO HR AS 
Ry FRILEVOI ANS (444 図り 6 
a4 図 WB BIL, つぎ の 8 型 を 区 別 
REAMMEROTS AREA AOA FAZLEMBCESS J. HGS 
組織 が あき ら か な る も の , U1 He 
状 構造 を な す も の , UI. 黒雲 
母 化 作 用 を うけ る も の 。 それ 
ぞ れ の お る も な Side, 普通 角 
AA, RSet, SHG, 石英 
か ら な り , これ に 少量 の FY 
T4h, FARIA}, BEG 
な ど が と も な われ る 。 Miz 
量 比 は 第 3 表 に あげ る 。 OF 
た , WHO BGA ih Ea 
ee) Bee ee or 44 
G pee V RSIR  L 優 白質 脈 seni Sa a 
は , 包 有 岩 中 で は も つと も 普通 に み ら れ る 。 BAIL, 中 粒 質 塊状 を な し , 暗 緑 色 へ 補色 を 
お びる 。 BE CL, 標 式 的 な 斑 煽 岩 組 織 を 有する が , と き に , オフ ィ Fay 7M RO 
て いる 。 WHO ledtRIS, HUAI ROTC, ERR, 石英 の 量 が 増加 する 。 黒雲 母 と 角 
Pa tth LILIES, MAE LOL CORY, Frets, FRRREIC kD CHARI BRE BOO 


* 北 海道 学芸 大 学 函 館 分 校 地学 教 密 
1) 和牛 未 正 夫 ; 地質 雑 , 54, 108, 1948 渡辺 岩井 ; 地質 雑 , 58, 165~176, 1952 


Ai, = SG SR NM 197 
BSH MPARTRAOMMARLE (%) 
rr 
Sa | a # Sepnhaeemsia Bee | eved|zom| wz 
| 584 | 35.9 04 | 37 1.6 | 
SE ey Asse ay, 44.9 66 0.3 | 
Seal es 0.9 42.5 1 
4 | 566 36.8 2.8 3.4 0.9 
*5 | 50.1 5.9 21.2 19.6 3.1 0.1 i 
fallen 1.2 36.2 4.2 2.5 | 
a GA. Owl tics 92.2 Nes i 
8 | 43.4 | 15.7 34.7 4.8 1.4 j 
Ounces 26 21.5 Tal 25 ] 
10 | 50.1 | 17.7 32.2 I 
11 | 29.2 2.2 23.4. | 4307 1.5 I 
**12 | 50.3 | 23.9 25.4 0.4 TI 
**13 | 520 | 29.9 14.6 3.5 i 
* 周縁 部 “ 黒 圭 母 網状 脈 が み ら れ る も の 
Bik 斑 灯 岩 質 包 有 岩 の 穫 長 石 双 上 晶 頻 度 (%) 
: : 
Py A © 96 An, 型 
| OP at am 
1 30 49 9 12 21 | 43~48 I 
2 19 53 7 on20 1 28 | 37~40 | 
3 17 63 oN 47 1 20 | 44~48 ] 
4 25 | 51 6 18 24 | 42~49 
5 11 58 7 24 31 | 38~44 i 
6 16 74 10 10 | 35~46 | 
7 52 4] 5 2 7 | 42,48 / | 
8 48 | 44 4 |= 4 Se1-41748.1 
9 19 61 6 13 1 20 | 41.56| Jj 
10 21 | 451 12 i6 Oe 5044). 18 
fie os 33 63 5 8 1 0 
12 21 59 4. a eee 200 S6N44. | ei 
まれ る 。 角 関 石 は , BRBELREDLOLMASDY, 結晶 は , と も に 柱状 半 自 形 を な す 。 
斜 長石 (An 45) は , SBeERL, 双 品 お よび BHA LHS, AMARA PIC 


は , ADBORMA, 黒雲 母 が 多量 に つつ まれ る 。 


II 型 (第 3 図 , 5) : BBRAMROAKEA £5 BAT, 30x 50cm 大 の 丸 味 を も つも の 
BE vo MIMEOT DIC, 人 造 岩 鉄 物 が 不 規則 に な り , AERC BF So 
は 小型 な 尊 状 結 品 が 多い が , 大 型 角 関 石 で は , 1 個体 内 に お いて る も 消 光 位 を 異 に する いく 


つか の 結晶 に わか れ て いる 。 稚 長 石 は 粒状 を な し , ABE 


| I 弄 の 包 有 岩 よ り も 多く ふく まれ る 。 


. 母 化 も し くわ 曹長 石化 作用 
> 22. epic eA (An. 45-55) も みう けら れる 。 BHI, ブー ル 状 , 脈 状 に み ら れ , 


AG 


を うけ 


11I 型 (第 3 図 , 6.8) : 斑 煽 岩 質 包 有 岩 の 角 隊 石 は , いく ちら か 黒雲 母 化 作用 を うけ て い 
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る が , この 型 で は , 黒雲 母 化 作 用 次 と くに つよ く お こ な われ て いる 。 BER, MRE 
色 を し めし , 一 見 , 環 毅 質 包 有 岩 に 林 似 する が , な か に , 黒雲 母 綱 状 脈 が 発達 する 特異 な 
も の も ある 。 BAI, HX SPICBGSMMEBRTSIOD, また は , MSMR 
PCE EDAD, 造 岩 鉱物 は 粒状 化し , ホル ン フ ェ ル ス 構 造 に 近い も る も の な ど が ある 。 BRE 
Rls, I エ 型 お よび 1I 型 の 包 有 岩 よ り も その 量 が 増加 する が , 色調 が うす か つた り , ao 
中 心 部 に 角 関 石 の 残 品 が み ら れ る こと が ある 。 MEA(An. 40~50) tk, BH HEI Le 
し い が , Mapa k < HT Zo ARR CAM, 岩石 に よ つ て は 多く ぶ あくま れる 
こと も ある 。 黒雲 母 網状 脈 が 発達 する 包 有 岩 は , 脈 状 部 と 基質 の 部 分 と は , BIB LUE 
度 の ちがい が 肉眼 で ょ く 識 別 で きる に も か か わら ず , 鏡 下 で は , 結晶 の 形 , 大 いさ の ち が 
い , また , 脈 状 部 に は 石英 の 量 が ます 程度 で , 両者 の あい だ に は , AR SA RICKE 
な ちがい が みとめ られ な い o 

4. BBSHHBA この 包 有 有 岩 は , 導 煽 岩 質 包 有 岩 に と も な つて お り , 4 ケ所 の 地点 
で 観察 され る 。 普通 , 小型 (20x25cm) な も の が 多く , 大岩 中 に は Hat BH よう に つつ 
まれ る 。 包 有 岩 に は , 規則 た だ し い 片 理 が 発達 する が , と き に , それ ら が うねり を し めす 
も の が ある (第 5 図 )。 HSH, 幅 7cm, HX 1m を 有 し , 一 見 , 岩 脈 状 (N209W 


第 5 図 の 走向 , 60°NE (FS) 1CAZENZIO 


Radi + Z POR Os が ある 。 し か し , ZOBIRRABEO 


周縁 部 お よび 内 部 に は , 優 白 質 脈 が 納 
状 に 発達 し , その 附近 に 角 了 関 石 の 大 上 品 
が み ら れ , あぁ きら か に ミグ マタ イド 化 
作用 の 影響 を 物語 る 。 

包 有 岩 は , つぎ の 2 型 を 区 別 す る こ 
と が で きる 。 エエ . 円 形 小型 な る の ,1I. 音 
脈 状 の も の ・. 

IM: 包 有 岩 の 多 く が この 型 に ぞ く 
する 。 MARAT LOL, BRK 
右 細 脈 が 片 理 に そう 締 状 岩石 で ある 。 

LBA EUR 包 有 岩 の 周 縁 部 は , 粗 粒 に な つて その 
部 分 に は , 黒雲 母 が 多量 に で き て いる 。 岩石 は おもに, PFEPIA (60.99%), AEA 
(31.796), 石英 (3.79%) か らち なり , 他 に , 角 関 石 か ら 変 質 し た 緑 泥 石 (2.198), SER 


(0.396) BXKURBA(1. 39) 625. SEA, 石英 は 丸 味 を お よび , BORE 
よく あら わし じ し て いる 6 


TT: BOP Ka CHHRE t BUS. 岩石 の 中 心 部 は , お も に , 緑色 普通 角 図 
石 (37.896), 斜 長 石 (32.196) か ら な り , 小 量 の 鉄鉱 石 (0.196) を と も な う 3 う 。 構成 鉄 物 は , 
再 結晶 に より 等 粒 寄 木 状 構 造 を な す が , な か に , 原 岩 の 残 品 と お も える 自 形 性 に と む 斜 長 
(An. 45~50) が ある 。 BABAR BO MiGs, 粗 粒 に な り , FABIA (52.696), HF 
長石 (46.49%), 鉄鉱 石 (1.09%) の 容量 比 を し めす 。 fA SEA, 石英 より る も 大 型 で 
HSM, これ は , BRANAORAILZIOCH So - 


lo cm 


peut 


IV BEALS 744 bok baDNSZHBR 
草 青 石 ミ グマ タイ ト 中 に は , 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト に くべ て , ZOEY OABEM 


se 


ふく まれ る 。 
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ESR SLUARAUGAI BAKOMBR, 中 核 部 を と わ ず 均 一 に 分 布 す 


る か が, 角 阿 岩 質 包 有 岩 の 分 布 は せま い 地 域 に か ぎら れる 。 つぎ に 各 包 有 岩 の 産 状 , 岩 質 を 


の ベ べ る 。 


+. 班 鋼 質 包 有 岩 こ 花 賠 岩 質 ミ グマ タイ ト 中 の : 坦 禁 質 包 有 岩 は , 岩 体 の 周 線 部 と 


a 


ISA 


Hh Gla, BALE BOBS SULIT ClILONR eg し か し , BHA 7794} ORME 
包 有 岸 で は , COMAR 成立 し な いよ うに お る われ る 。 AE, HVC REBETE & 7 
® と き に , 片 麻 岩 質 部 と ホル ンマ ン フ ェ ル ス 折 部 と が , 第 6 図 に し めし た よう に : 笑 四 す る 
こと が あぁ ある ろ る 。 


GIL, つぎ の 2 型 に わ 第 図 
けら れる 。 I. ホル ン フ ェ ル ス ; BLA AO pe 
Hasse Ul. FRERAE 


0 8 


2, HERA BRM 5 zk 
り , 少量 の アパ タイ トト, RE 
右 が と も な われ る 。 BWAE 
上 比 は 第 3 表 に あげ Bo 

1! 型 : 細 粒 礼 色 を し めし , 


BOB % Bhs, FB 


° rt vais m 
よわ い 片 理 が ある 。 SALE = Ethics 
を 有する ろ る が, 岩石 が BRN 3 , 
を 有する が , BAA gen G Heee HH ary 72r2e 
33 set LS a 
At, Beit Mot L BAIR 


長石 , 石英 に と む 部 分 と が 纏 


oR BAAR ILVAKAAAaORMEEIE (%) 


ee eet 


5 air 。 7 
AEG] Ast AMA RES MEARE Zo w|i 者 
1 | 55.1 | 27.0| | | 16.6 | | 13| | ieee 
2 | 34.2 | 14.3 | 500] 0.5 Ol eel y 
3 | 54.9 | 14.6 | £0.1 04{ | ? 
4 | 48.4 | 14.0 | | 36.4 12 ] Ake 
5 | 43.3 | 18.5 | TN OD Se: al 7 
6 | 15.0 | 70.2 |. 14.4 | Ae 0.4 | 々 fe BAG HE 
7_} 38.5 | 22.3 | 16.2 |18.2 mets ea S20 ero a 7 0 
8 |44.0|27.3| 86.6 | 19.7 | Pea Ney + | 
状 構造 を きつ くる 。 REE ATARI RE LDL, X=, Y=Z= 濃 赤褐色 の 多 


色 性 を 有 す 。 団 圭 母 た と も な つて , BRE ジル コン が み ら れ る ろ る 。 HRA Alt, £% 
le SLR BURKS fC * あ る ee) 


Tag : 


hee eal, つよ ょ い 片 理 が 発達 する 締 状 岩石 で ある 。 ! 型 の 岩石 に くらべ 


Zk, 人 造 岩 鉄 物 が 大 型 に な つて いる 。 HARK EOC! 黒雲 母 の 硬 が 増加 し た り ,」 また, 


黒雲 母 の 方 向 性 が 比較 的 に よわ い 場 合 が あぁ る 。 稚 長石 は , 他 形 一 半 自 形 を 呈す る が , BERK 


変 唱 と し て あら われ る 大 型 斜 長石 は , 自 形 隆 が つよ く な る 。 石英 は , 粒状 を な す が , と き 
に プー ル 状 に 集合 する 4 
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2. BRABAH (OHA. 包 有 岩 の な か で は も つと る も 多く , 大 いさ は , B5cm 
ah 50x70cm に お よぶ も の な ど が ある 。 形 は , 紡 氏 状 を し めす が , ある も の は SPR 
に 析 曲 する 。 包 有 岩 の 周 縁 に は , 優 白 質 の ふち どり が ある 。 

包 有 岩 は , BBL HPAL MRWSNS. BYVUMMld BRA, 普通 角 関 石 , 
赤褐色 黒雲 母 , SARA, 石英 か ら な り , 他 に , アパ タイ ト , チタ ナイ ト が と も な われ る 。 
鉱物 容量 比 は 『 表 に あげ Bo 

Resi: 細 閉 褐色 を 呈し , 一 見 , 理 毅 質 包 有 岩 と 識別 され な い が , 鏡 下 で も ゃ その 特 
MRCS. thbd, Met BEE, 斜 長石 か ら 構成 され る と ころ と 脈 状 石英 の 部 
分 と が 締 状 に な る 。 黒 雲母 は , いち じ る し い 多 色 性 を 有 し , か ラジル コン を つつ みこ む 。 
SLE (An. 30~35) は , 小型 な 灯 状 結晶 だ が , まれ に , 自 形 隆 の あぁ る 環状 変 品 が Abn 
る 。 石英 は , プー ル 状 , 脈 状 に み ら れ る 。 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト に と も な われ る 石灰 質 包 
有 岩 に くら べ , 石英 の 量 が 減少 する 。 

ANAS: 細 料 綴 密 で 青 灰 色 を お びる 。 黒 雲母 帯 で は , 造 岩 鉱物 が 包 有 岩 の 長 還 方 向 
に 配列 する が , ANAEMIA AERALDO SNR AMARA, 石英 は , と る に 小 
型 な 粒状 結晶 だ が , MAPA, enRAl, 夷 状 変 上 晶 よ うに 成長 する 。 角 了 図 石 は 黒雲 母 帯 に 接 
近 す る と , 結晶 が 粒状 化 さ くさ れ て いた り , あるいは 緑色 の 色調 が 濃く な つて いる 。 また , 角 
隊 石 は 緑 泥 右 に 変質 する よう に な る 。 録 物 容 量 比 は , 黒 母 雲 帯 より 石英 が 多く ふく まれ て 
お り , か つ 花 賠 岩 質 ミ グマ タイ ト 中 の 包 有 岩 よ り る も 角 関 石 の 量 が 少く な つて いる 。 

3. BRSHAAH この 包 有 岩 は , 紀念 橋下 流 (700m) の 道 ぞ ざい の BRC BRXH 
る 。 そ こ で は , 幅 Sm OFMMI2 わた つて , いろ いろ な 大 いさ (長径 5~20cm) の ブロ ッ ク 
状 の 角 隊 岩 が 散乱 する 。 こ の 角 隊 岩 に は 片 理 の が か すか に ある が , お お むね 塊状 で 暗 緑 色 
を お び , 優 白 質 脈 が 網状 に 発達 し て いる 。 こ の 牙 頭 か ら , 東南 方 向 の 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ 
ト 中 に も , 本 岩 の 延 長 と お も える 角 隊 岩 の 露 頭 が あぁ る (第 7 図 )。 

包 有 岩 は , 草 青 石 ミ グマ タイ ト 内 の も の (! 型 ) と , 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト 内 の も る の (1I 型 ) 
と で いく ら か の ちがい が ある 。 

1 型 : お も に , BARE ASEIE (75. 496) お よび 福 色 角 関 石 (3.496) から 構 成 さ きれ, 他 に , 
REA (9. 496) や 角 図 石 か ら 変質 し た 黒雲 母 (〕. 796), 緑 泥 石 (〕.296), さら に , MBSGE 
置換 し て 鉄鉱 石 (4.5%) が ある 。 緑色 角 関 石 は , (100) HOMBRE MEIZRA. BA 
PLA ED SNA BARODA, SEG (67.59, An.30~40), 褐色 角 図 
(27.496), AR(2. 296), アパ タイ ト (2.996) な どか ら な る 。 SEBBLUAMARIC 
は 小幅 型 ア ペク イド が 多量 だ つっ まれ る ろ る 56 

i 型 : 細 料 暗 緑色 を 呈 し 片 理 が 発達 する 。 お も な 鉄 物 は , BAAR (49. 195), SEE 
右 (49.7%6) か ら な り 等 粒 組織 を し めす 。 そ の 他 、 アパ タイ ト , RMNAB, チタ ナイ ィ イト な 
ど (1.296) が みとめ られ る 。 MAAZARERL, CORMNLEAMICMIT 5. HEE 
(An, 35~40) は , 丸 味 を お びる が アル バイ ト 式 双 品 , 昧 帯 構造 が 発達 する 。 な か に , 原 
HAdDORML BLA SNREYDS. CONRAIL HOMEBASE B AH 
COMM AR FRMAE BT o 


1) 各 ブ ロッ ク に お ける 片 理 は , その 方 向 が 不 規則 に な つて いる 。 
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すず で に の べた よう に , BRABILUGKABBAIL, COMMOTT TI 4 > Ora 
—RICDAT So CNOOMRBKOW CS FHBHB, 橋下 識 王 が の べた よう に 7 こ 
NOUR BCs, ABBR 272774 ML ANK AW OME A (relict in- 
clusion) と お も る われる“。 LOL, ここ で 問題 と な る の は , BRRABH bi & 
ルン フェ ルス 質 包 有 岩 の 起 原 で ある 。 木崎 甲子 郎 は , 日 高 帯 札内 川上 流 の 含 破 委 片 大 
英 賠 緑 岩 損 ミグ マタ イト に と も な われ る RVVY 7 = VMARBRERD, か な り の 塩基 性 岩 
で ある こと を 指摘 し , これ を , ホル ン フ ェ ル ス 塊 ( 包 有 有 岩 ) が ミグ マタ イト 化 作用 に と も な 
う 基 性 化 現 祭 に よる こと を の べ て いる 。 し か し , BA) HERO AIR RE ( 片 麻 岩 質 ミグ 
マタ イト を ふく む ) に は , ホル ン フェル ス 伯 包 有 岩 は きわ め て 少く , 包 有 有 岩 の 大 部 分 が 石 
灰 質 団 球 源 岩 石 * の こと が 多い 。 また , 花 険 岩 質 ミグ マタ イト お よび 革 青 石 ミ グマ タイ 
ト } の 石灰 質 包 有 岩 は , その まわ り に 黒 圭 母 帯 を 生じ , その 部 分 は , 鏡 下 で も 片 状 ホ ルン フ 
ョ ルス 質 の 岩石 と 識別 する こと が で き な い 。 し た が つて 7 右 灰 質 包 有 岩 が ミグ マタ イト 化 
作用 に と も な う 3 交代 作用 3) を うけ る こと に よ つ て , BRAAGEA で きる こと は , 比較 


V4 


) FHG=]H, BARI; 1951, a 
) DP BRPEBIUAKEaRREELOC, HREMARRE Lor 

3) 木崎 甲子 郎 ; 地質 雑 , 59, 203-215, 1953 
) 
) 


鈴木 醒 ; 地質 雑 , 41, 660~680, 1934 
5) 具体 的 に は , PEA NE -RER OBE ¢ Gam WOM AMLHR CDH Bo 
の こと は , 構造 と くみ あつ た 成分 変化 を 考え ね ば な ら ぬ も の と お も われ る 。 
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的 容易 に 期待 され る よう に お も われ る 。 

POPE RAR BI BOS (, か つ , 協 頭 の 延長 が 特定 の 線上 に 位置 する 。 ま な た, こ 
DEAK AIRE LDL. (ERB ST TI DICH DS BROOD ENS IEDM ら み て 
る も, この 疾 灯 岩 は , 堆積 岩 源 包 有 岩 の よう な 残存 農 塊 で あぁ る と は 老 え が た い 。 また, この 
包 有 岸 は , 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト に よ つ て つら ぬか れ て いた り , あぁ あるいは, それ と ど 秒 接 に 
関連 する 優 白 質 脈 に よ つ て ふち どら れ て いる 。 この こと は , MRBRAR SIME aE 
グマ タイ ト に 先行 し た こと を 物語 る 。 し た が つて , この 岩石 は 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト が 形 
成 さ れる 以前 , つま り , We FERMBAI7TTI£ MELOCL MOON SZMR BES 
tI Y 72 VABORBRCHBDON CORE Ate, Hbpald, BUCRICBAL TH 
た も の と お る われ る 。 FOVDIMEBBEL TTI 4 PABRMANSAKCBIATC Mal, 
捕 か く 岩 的 な 経過 を と りな が ら る も 母 岩 の 流動 が 充分 で は な か つた の で , Haale, 原 
位 罰 よ りさ ほど 移動 する こと な くく とり の こ に され た も の と 二 え る に と が で きろ る 2 

韻 灯 岩 質 包 有 岩 と お な じ 現象 は , 華 青 石 ミ グマ タイ ト 内 の ARBOBACY の べら れ 
る 。 角 関 岸 は, ブロ ッ ク 状 に 破砕 され て いる が , その 延長 に あたる 片 床 岩 質 ミ グマ タイ トト 内 
に る も 角 隊 岩 が 介在 する 。 こ の こと は は, 角 隊 岩 が 連続 する 一 岩 体 を 構成 じ て い た が BBA 


ミグ マタ イト が 生成 され うる 環境 に な り , ANaO—Mis, RH SNCERAL TTI . 


ド 内 に の こさ ね れ た と FRCS, G. E. Goodspeed Mv.4 relict pseudodike = 相当 3 
る も の と お も われ る 。 し た が つて , 角 関 岩 が 原 位置 を 保存 する こと は , BATTS I4 
OAM, WEA “in situ” OMAR CHMANKLILeERIIOL#ZBNGZO 

eA HRO Te 74 PAVE TeKORKRED. BREN EROVD IDSA 
ミグ マタ イト と , 一 方 , ARP RAIIO ARR TER? に 近似 する 花 賠 音質 ミグ マタ イト 
が 存在 する 。 各 々 の ミグ マタ イト 内 の 堆積 岩 源 包 有 岩 に つい て は , その 産 状 , BHC 
Na? が み ら れ る 反面 ) その ちがい を 見 い だ す こと も る で きる 。 すなわち , ABH 
は , 草 青 石 ミ グマ タイ ト の 周縁 , 中 核 に お いて は , 岩 質 的 な ちがい が が あきらか で は な い の 
に た いし , 花 賠 岩 質 ミ グマ タイ ト の 中 核 で は , た と えば , 包 有 有 岩 が 黒雲 母 集合 地 に な ろ る 
も る も の ミグ マタ イト 状 に な る も の また 形 が 雲 形状 を 時 する る の な ど が あぁ る 0。 CHAT 
環 灯 岩 質 包 有 岩 は , 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト に か ぎ つ て 存在 する 。 この 環 煽 岩 は , 捕 か て 
岩 の 殊 残 な 場合 と する より る も , relict dike と 考え る こと が 適当 で は ある が , し か し , 
G. E. Goodspesd3) の いう relict dike と は , か な ら ず し る ゃ 一 致し な いこ に と も 指摘 で き 
よう *“。 以上 の こと か ら , 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト と - 華 青 石 ミグ マタ イト の HRB. 
近 緑 性 を 有する こと が あき ら か で は ある が , (EMBAI7<TI 1 PBMBEL TILIA} 
に ぐら べ て 7 ミグ マク タイト 化 作 用 の より 高度 の あぁ ら ね われ と みる に と が で きる 6 


!) 橋本 誠二 ; LAGRIMAS. 北海 道 地 下 資 源 負 査 所 , 1 へ ~57, 1953 

2) わら で な で いつ が い が あ る と お すもう 6 HLAIS, ALOR Sis, BARE 
期 が ちがう 花岡 岩 中 の 塩基 性 捕 か く 岩 に つい て , その 花 賠 岩 化 作用 を 論じ て いる が , 単 
に 成分 上 の ちがい が の べら れ て いる に すぎ な い 。 渡辺 岩井 ; 1952, 前 出 

3) Goodspeed, G. E., 1955, AiyHt 

4) Oregon, Cornucopia に お ける relict dike' の ある る の は , その 走向 に 追跡 で 
きる 岩 脈 状 包 有 岩 で ある こと が の べら れ て いる 。 
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Aes aDe 6.3 

以上 の 考察 か ら , つぎ の こと が 要約 され る 。 

l. ERMBRS 7 THA PBILUBRAL TSI AK BR BEAMS ZH 
積 岩 源 包 有 岩 が 存在 する が , これ ら は , すべ て ホル ン フ ェ ル ス 帯 が ミグ マタ イト 化 さ れ た 
FRO BREACH Bo 

2. fee i TTI 4}, BRET TITS AKARNZEBRRABG#OS LL 
BRAGG BE ミグ マタ イト / 化 作用 に と も な う 交代 作用 を うけ た こと に よう つて 生成 じ た 
も の と お も われ る 。 

3. {hme Ri 7774 }AORMABRARE BIVUEPAL 7391 AOA 
Bape 2D, S724 MEF ABBICADNSDA, OF 0, PRAY 72 
ルス 帯 の 時 期 に 岩 脈 状 に 存在 し て いた が , その 後 の ミ グマ タイ トト 有形 成 に よ つ て 生成 され た 
一 種 の 残存 岩 脈 と 考え られ る 。 

4 堆積岩 源 包 有 岩 お よび 龍 粧 岩 質 包 有 岩 か ら み る と , 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト は 莉 青 
STVIAMEC BA, ST VIA PALHFAOOL SA, UPL MORI LPH CES 
が , COMACHREDS SOL MBRBENSO 

お わり に あたり , CFPELOMMORe conk, 舟橋 三男 助教 授 , 橋本 誠二 助教 授 , 
和牛 来 正 夫 助 教授 に た いし , ふか く 感 謝 の 意 を 表す る 。 な お , ご 批判 と 助言 を よせ られ な た 日 
高 研 究 グ ルー プ の 方 々 に , あつ く お 礼 を 申し あげ る 。 こ の 研究 に は , 北海 道 地下 資源 調査 
所 の 調査 費 及 び 文 部 省 の 科学 研究 雪 を 使用 し た こと を 記し , 当局 に 深謝 の 意 を 事 す る 。 


インド 石 結 品 に 関す る 一 老 察 : 反 論 


On the indialite crystal : a discussion 


都 城 秋 OBE (Akiho Miyashiro)* 
飯 山 fe 34 (Toshimichi liyama)** 


Le Sy Ry ON 

AEE 40% 第 3 号 (1956 年 6 月 ) に , 杉浦 孝三 , 寺田 召 二 両氏 は “イン ディ アラ イト 
結晶 に 関す る 一 考察 ” と いう 論文 を 発表 され た 。 と ころ が , PCL CHE SIL, その 論 
文 の 肉 容 た に 対し て 根本 的 に 反対 で ある 。 そこ で . それ に 対す る 私 た ちの 意見 を 簡単 に の ベ 
CBEKWE Bo 

私 た だ ちの 意見 を の べ る た め の 便 宜 上 , "はじめに BRL TY FAN Y F4 774 b) 
に つい て の 私 た ちの 研究 の 現状 を 説明 し て お く こ と に する 。 

2. *KREDBRALI v PFREORROWK 

私 た ち お よび 協同 研究 者 (山崎 正男 氏 , 都城 タ ミ 氏 , 三 本 杉 己 代 治 氏 ) OB BA, 大 隅 
B, イン ド 右 の 研究 は , 1951 年 Bd bth EOTHEI RA THOS. その 問 に 書い た 論文 


© 東京 大 学 理 学部 地質 学 教 守 
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を , 三 つ の 種類 に 分 ける こと が で きる 。 第 一 の 種類 は 大 隅 石 に 関す る 論文 で , 195346 
に 書か れ た 。 第 二 の 種 類 ?) は SHALL AY FAIS 関す る 1954~1955 年 春の 論文 で , 第 
三種 類 3) は 草 青 石 と イン ド 石 に 関す る 1955 年 夏 以 後 の 新 し い 研 究 で ある 。 本 稿 に 関係 
が あぁ る の は , 主として 第 三 の 種類 の も の で あぁ る か ら , 以下 に それ を 簡単 に 解説 する 。 

1954 年 ~1955 年 春の 論文 で , 私 た ち は 六 方 晶 系 の 新 鉄 物 イ ンド 石 を 発見 し , それ が 曹 青 
右 と 同質 多 像 関係 に あり , し か る も 結 品 構造 も 似 て いる こと を 明らか に し た 。 Mined 
イィ ンド 石 と 華 青 石 と の 間 に は , いろ いろ な 中 間 的 な 構造 状態 を も つ 結 品 が 存在 する 可能 性 
WhHSLY4YRREBAZCRM, まだ 実際 に は , その よう な も の を 見 出し て は いな か つた 。 
と ころ が 1955 年 の 夏 に な つて , 三 本 杉 巳 代 治 氏 が 福島 県 希 倫 の ペ マグ マタ イト な から RA 
SN7MPAROMMM, その よう な 中 間 的 な 構造 状態 に ある こと に 私 た ち は 気 づい た 。 
まる な ぐ 弘 た ち は 類 例 を た くさ ん 発見 も その 年 の 末 ま で に は 六 茎 青 石 と 義 方 品 奈 の イン 
FHL OM, あら ゆる 中 間 的 な 構造 状態 を も つ 結 晶 が 存在 する こと を 明らか に し た 。 
人 工 的 に る 中 間 的 な 結晶 を 容易 に 作り うる こと が わか つた 。 BRAL AY FALO 関係 
は , 近年 Mackenzie, Laves, Goldsmith な ど に よ つ て 明らか に され た カリ 長 石 の 同質 
多 像 関係 ( 微 斜 長石 と サ ニ = ディ ン と の 関係 ) に 極め て よく 似 て いる 。 

実験 的 に は , た と えば XH CuKge に 対し て , ふつ う の BRA MRT Has 第 ! 
図 の 左 図 に 示す 如く , 26=29°—30° の 範囲 に た 少く と る 3 つの 明瞭 な ビー ク A, B,D を 
示す 。 (CNH OPMIENEN 511, 421, 131 で あぁ る 。 ) 昔 青 石 の 構造 が し だ い に 座 
化し て , イン ド 石 に 近く な る と , この 3 つの ビー ク は 互 に 接近 し , 第 1 図 の 中 央 の 図 に 示 
す 如 く , まず A と B が 合 し て 見 掛 上 1 つ に な る 。 イ ンド 石 で は , 81NMOANK RTH 
く , この 3 つの ビー ク は 完全 に 合 し て 1 つの 単 一 な ビ ピーク に な つて し まう (その 指数 は 
1231 で あぁ る)。 XR CuKe, に 対し て , ROW, 4= 20d — 1/2(20a + 20B) 
EROSL, OM y FHC OG BRATIENEDKE(, HKI3I° ECO 
間 の さま ざま の 値 を 示す 。 し た が つて , この 仮 の 大 小 に は つて , MBORBAORED, 
イィ ンド 石 の 六方 唱 系 構造 か ら , どれ くら い 外 れ て いる か を 定量 的 に 示す こと が で きる 。 こ 
MAX, #72 bik distortion iindex と よん で いる 6 

1954 年 1955 春 の 論文 で は , 私 た ち は , イン ド 石 は し ば し ば 其 し い 光 学 異 常 を 量 す る 
も の だ と 考え て いた 。 し か し , 上 述 の よう に 草 青 石 と イン ド 石 と の 間 の 連続 的 な 移 過 関 係 
が 見 出さ れる と 同時 に , 私 た ち は そ の 見 解 が 誤り で あぁ る こと に 気づい た 。 す な わ ち , 前 に 
光学 異常 を 呈す る イン ド 石 だ と 考え て いた の は , 実際 は , イン ド 石 に 近い 構造 状態 に ある 
(すなわち A の 小さ い ) BHACH I 光学 異常 は 全く 存在 し な いか , また は , た と え 
存在 し て る も 僅か で ある 。 光 軸 角 も 屈折 率 も , 構造 の 変化 に 応じ て 親 則 正しく 変化 する 。 曹 


1) Miyashiro, A.; Proc. Jap. Acad., 29, 321-323; 1953 
Miyashiro, A.; Amer. Min., 41, 104-116, 1956. 

2) MiyashiroAsac Iiyama, I. ; Proc, Jap. Acad., 30, 746-751, 1954. 
liyama, T.; Proc. Jap. Acad., 31, 166-168, 1955. 
Miyashiro, A., Iiyama, T., Yamasaki, M., & Miyashiro, T.; Amer. 
Jour. Sci., 253, 185-208, 1955. 

3) Miyashiro, A.; Amer. Jour. Sci. (in press), 1956. 


Iiyama, T.; Miner. Jour. (in press), 1956. 
Sambonsugi, M.; (in press), 1956. 
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第 1 図 
AtB+D 
Dy 
Cordierite Indialite 
O=0 27 A= 0.12 OF 0 


X 線 CuKe に 対す る 凍 形 石 と イン ト 夏 と の 粉末 斑 折 記録 の 一 部 。 左 は 米国 
Laramie Range 産 の 典型 的 草 青 石 で , 右 は 合成 インド 石 。 中 央 は 米国 Haddampe 
の 華 青 石 で , 堪 右 両者 の 間 の 中 間 的 な 構造 を 示す 。 (都城 秋穂 , 1956,) 


青 石 の 構造 が イン ド 石 の 構造 に 近く な る に つれ て , FEMA 2Vx は 小さ く な り , イン ド 石 
で は ほとん ど , また は 完全 に O° (一 軸 性 負 ) に な る の で ある 。 AL 2Vx と の 問 の 関係 
を , 第 2 図 に 示す o 


3. 杉浦 ・ 寺 田 両 氏 の 試料 と その 光学 的 性 質 

杉浦 , 寺田 両 兵 は イン ド 右 が 六方 卓 系 で な いこ と を 示 そ うと し , MRR y FRRLS 
えて 研究 され た 試料 が 光学 的 に 二 軸 性 で ある こと を 強調 され た 。 し か し 前 述 の 如く , 私 た 
ちの 新しい 研究 に よれ ば ぽ ば, 真 の イン ド 石 は 一 軸 性 また は それ に ご く 近 いも の で あつ て , W 
PES AEC Lh 光 還 角 の 大 きい る も の は イン ド 石 で は な く て 曹 青 石 な の で ある 。 そこ 
で , 杉浦 , 寺田 両氏 が 用 いら れ た Bokaro 炭田 地方 の 鉱物 (2V=44°—58°) は , HARE 

| に 昔 青 石 で ある つて , イン ド 石 で は な い 。 私 た ちの 新しい 研究 に よれ ば , Bokaro 炭田 の 燃 

豆 水 成 岩 の な か に は , イン ド 石 (A=0°, 2V=ca. 0?) か ら 和 典型 的 な 草 青 石 (A=0.3, 2V= 
80~90°) まで の 間 の いろ いろ な 中 間 状 明 NI Re ge Ne) お 使い に な つ 
た Bokaro 炭田 の 試料 を 良い ガイ ガー 管 ぶ 線 如 折 計 に か け て , 4 分 間 に 1? く らい の 速 さ で 
JERR eam annis, で =2 ク A PD が 写 に に 分離 か か る で いる に と を 見 出さ れる で 
あろ う 。 (私 た ち は , Bokaro 炭田 の ある 試料 に つい て , その こと を 見 出し た 。 ) 

両 氏 の 用 いら れ な た 谷 成 試料 (2V=8°“) も , 真 に イン ド 石 で ある か 恋 か は 疑わ し い 。 し か 
し この 方 は ) 多分 人 が 0% で な いと し て も 大 ペ ん 小さ いで あろ うか ら , XX 線 的 に も る インド 
石 で ある る か , それ に 近い 構造 を も つ 草 青 石 で ある か を 決定 する こと は 至難 で あろ 3 う 。 

4. 杉浦 ・ 寺 田 両 氏 の ※ 線 的 研究 

用 浦 , 寺田 両氏 は , 上 記 の よう な 任 わ し い 合成 試料 の X※ 線 粉末 写真 を と り , それ に 指 
Be っ つけ られ た 。 その 大 部 分 の 廻 折線 は , 私 た ちと 同じ 六方 品 系 単位 格子 (ag 倒 9.78, 
£52=9.36 A) に よ つ て 指 沙 が つけ られ な た 。 LAL, S5ORHL LO RHIC LOT POL Ih 
が 撮影 され た 極め て 弱い 4 本 の 線 だ け は , それ で は . 指 数 だ つか な か つた 。 そこ で 両氏 


|, = 


1) 杉浦 , 寺田 両氏 は , Bokaro 炭田 の 結晶 の 光 軸 角 の 値 が 3 群 に 分 れる と 記さ れ て 
as る つと 多く の 試料 に つい て 測定 され れ ば , それ 以外 の 値 る ある こと を 見 出さ れ 
A Ho 
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は , それ ら の 線 は 超 格子 の 存在 に よ つ て 生じ た 
も の か も し れ な いと 考え て , 指数 を つけ る こ 
と を 試み られ た りり 。 そ し て , 単位 格子 の < 還 方 
向 の 策 の 長 さ を ICL Hie 84A 以上 の 
巨大 な HSE (aye=9.78, cy2=84.2A) を 用 い 
WUE, VEILS つけ られ る こと を Mien 
Ro SLO MRI SLIDE DARMBFE 
構成 する な ら ば , “その 結果 と し て , それ は 厳 
密 な 意味 に お いて は , 必ず し も, 六方 格子 に 属 
Stew” (p.129) と いう 結論 に 達せ られ た の 
で ある 。 

BEEK HCD, CNe HIRT SIC BLE 
で あろ う 。 こ の 結論 は 全く 論理 を 無視 し て , 
無理 に こじ つけ られ た も の で ある 。 何故 な ら 
は ば 超 格 子 を つく る か 人 意 か は ATH C HSM 
人 MBAR FIC LC 
ある 。 超 格 子 を つく つて も , つく ら な く て る も , 
それ と は 独立 に , 六方 品 系 で ある こと も あり , 
な いこ と も あり うる 。 超 格 子 を つく る か ら , 
“その 結果 と し て 必ず し る も 六方 唱 系 に 属し 
な いと いう 両氏 の 論法 は 全く 不可 解 で ある 。 
その 上 , THRIPS 84A 以上 の 巨大 な 超 格 
子 を 仮想 し て 指数 を つけ られ た けれ ど と ど , 一 般 に 
X 線 粉末 写真 と いう も の は , この よう に 巨大 
な 格子 を も つて 少し 試み れ ば , いつ で る も 何と 


2 
¢ Unheated sample 
+Heated sample 


2V about xX 


wea Livy SFROA & Hest oO 
問 の 関係 。 イン ド 石 は 一 軸 性 で ある 。 
HAC EO A の 値 が 大 きく な る 
に し た が つて , 光 軸 角 も 0° か ら 連続 
的 に 大 きく な る 。 曹 青 石 の 光 軸 角 は , 
その 化学 組成 と は ほとん さ ど 無 関係 で , 
tL CHER LOCK ESO 
(都城 秋穂 , 1956) 


か 指 致 を つけ られ る も の で ある 。 従 つて , 超 格 子 の 存在 自 休 も , MHD LOO 一 た 
Vs EOPBOOD TW SOMA, 真 に その 試料 結晶 の 短 折 線 な の か 大 か も 明らか で は 
TW 不純 物 に よる 廻 折線 で は な いか , また は カメ ラ の 構造 が 悪い た め に 生ずる 線 で は 


な いか を 検討 すべ き で ある 。 


要する に , 杉浦 , 寺田 両氏 の 結論 は 全く 根拠 が な い 。 杉 浦 氏 の 書か れ た その 他 の 論文 に 
つい て る も , 私 た ち は い ろ い ろ 言 いた いこ と が ある が , それ は 他 の 機会 に ゆず る 。 


1) 両氏 は “COLD EGHAM) 斑 折 線 の あら われ る 原因 と し て , 先ず 差 え られ 
る の は , 該 結晶 格子 中 に 超 格 子 ま た は 格子 歪み の 存在 する こと で ある "と 書い て お ら 
れる (p.129) 。 “格子 歪み の 意味 に つい て 杉浦 氏 に 直接 尋ね た が , 明瞭 な 答え は えら 
れ な か つた 。 極め て 微少 な 歪み に よ つ て , 単位 格子 の 形 は ほとん ど 論 ら な い が 対 称 だ け 


が 変る よう な 場合 に は , 指数 の つか な いよ うな 新しい 線 は 出現 し な い 竹 で ある か ら 
こ で は , “格子 歪み " は 超 格 子 を つく る よう な 歪み を 意味 する 解説 的 な 言葉 と 解 し て お 


<o 


> 
ee 


2) 私 た ちの と つた ※X 線 粉末 写真 に は , それ ら の 線 は 出現 し て いな い 。 


- 
¢ 


ix 


ーー ニー ヘー ン ン シン ーー ハーン ペン 


DARE 


eee ee ee 


7942, ダイ ヤ モ ン ド 型 結晶 の 結 品 形 
WS INNO 1B INVENT, 
Goulart, E. 

ダイ ヤヤ モンド 型 和 構造 を 有する Si と Ge 
の 金属 結晶 を , 蒸気 状態 , 液体 状態 , Ga 
In, Sn 等 と の 溶液 , Sil』, SiCl,, Gel, 
GeCl, 等 と Zn 又は Ca と の ガス 状態 等 
か ら 結 品 さ せ た 所 , 結 品 面 の 出現 し 易い 
WEFRa, 111, 001, 113, 011, 013 : x5 
720 RAFU CHSY 4 VEY F 
型 の As』O。, Sb4O。 を 主 に 蒸気 状態 か ら 
結 品 させ すると, 111, 011, 001 の 順 と な 
る 。 Sik Ge 結晶 は , 温度 勾配 が 殆 ん ど 
な い 様 に し て 除 冷 する と 八 面 体 を な し , 
tes F SRI (001), [011], [111] に 針 状 
OG eC と Zn の グズ 
か ら 卓 出さ せる と , [111] に 針 状 と な る 。 
RBIS OC REE (REESE 
Db SRILA fe BAU So 
(Am. Min., 41, 60~66, 1956) [横山 ] 
7943, ダイ VEY FO trigon DBE 
ESE RR «Halperin, A. 

37 価 DIBAY ee ¥ 4 ee v FD) VBR RE 
GllOw TC, MIT SPT AOOHE 
BU, 真空 中 で Ag を 蒸着 させ phase- 
contrast illumination に より , trigon 
(三角 形 の pit) の 密度 を 測定 し た 。 又 同 
じ 結 晶 に つい て その 紫外 線 吸 収 端 を 決定 
し た 。 そ の 結果 , 結晶 は trigon の 密度 に 
kot, trigonless (lcm? > 104 以下 ) 
と trigonfull(lem? yz 10°~10") の 二 群 
に わけ られ る 。 Trigonless 結晶 の 2/3 は 


Visconti, 


| tein Buysse’ 2800A 以上 で あり, 
ie trigonfull の 結晶 は 200A 以下 CHO 


て , 芝 外線 の 吸収 は その 表面 構造 に 関係 
する 。 KL trigon の 形成 に は 何等 か の 条件 
が 必要 と 思わ れる 。 (Acta Cryst 9, 
265~268, 1956) [横山 ] 
7944, 屈折 率 と 比重 に 関す る 新 ら し い 
len R. D. 

これ まで に 放 折 率 と 比重 に 関す る 3 っ 
DAK: Gladstone 及び Dale の (n—1) 
/d=k, Lorentz 及び Lorenz  (n?—1) 
/(n?--2)d=k, Lichtenecker の log n/ 
d=k が 提出 され て いる が , 筆者 は 新た 
に @BY/d=k FHL reo Al,Oz, SiO。, 
TiO,, As,O3, Sb,03, CaCO, MgSiOg, 
CaSiO,, ALSIO NaAISiO,, ZnS, Na, 
SO,, H,O, CIC,H,CH, DABRIZHUT 
各 公 式 の kk を 比較 し て 表示 し た 。 例え ば 
SiO。 の low quartz & low cristobalite 
i BV Tid, (n-1)/d=0.206, 0.209, 
(n?—1)/(n?+2)d=0.119, 0.123, log n 
/d=0:0712, 0.0738, e#8Y/d=1.39, 1. 
41 で あぁ る 。 Xoky, 人 工 化合 物 , glass 
等 26 種 の 物質 に つき , 平均 屈折 率 を 紫 の 
式 か ら 算 定 し て , 同じ く Gladstone 及び 
Dale の 式 か ら 得 た も の と を 実験 値 を あげ 


比較 し て いる 。 (HAAR, 34, 1~5, 
昭 25 を 参照 され た い 。 ) (Am. Min., 
41, 245~257, 1956) G-9)58) 


7945, ウラ ン 鉱 物 の 研究 (XIX) : Ru- 
therfordine, diderichite 及び cl- 
arkeite Frondel, C., Meyrowitz, R. 

アフ リカ , Morogoro pM rutherfor- 
dine 及び ベル ギー 領 va, 
pé diderichite を 再 研究 し た 結果 , 屈折 
Mix: @=1.720~1.723, B=1.728~1:7 
30, Y=1.755~1.760, 二 還 性 正 で あり , 
化学 分 析 の 結果 , 化学 式 は (UO。)(CO。』), 


Katanga 


7528 BA DER RAS 


AU 


a 
g 


XPMAFRDA— CHS. これ 等 の 性 
#Fix UO3- H,O#% 15,000 psi CO。 圧 力 下 
で , 300°C に 加熱 し て 得 ら れる (UO) 
(CO。) と も 全く 一 致す る の で , 両 鉄 物 は 
同一 と 考え る 。 録 物 名 は rutherfordine 
を 控 用 する 。 こ の rutherfordine と 同様 
に , uraninite の “RK MCHS, clar- 
keite の 第 二 の 産地 が , Indias, Ra- 
jputana, Ajmer District の ペペ Ze 
RUC THIS No 茶 福 色 の 微量 で あ 
り , 平均 屈折 率 は 1.94~1.97, 比重 3.29 
分 析 の 結果 , 化学 式 は (Na, Ca, Pb, Th, 
H,0), U;(0,H,0), と な つた 。 X 線 粉末 
BexNa, U,O, RY CaU,0, 2 MU 
構造 を 示す 。(Am. Min., 41, 127~133, 
1956) [横山 〕 
7946, ニュ ユー ジー ラン ド 産 陽 起 石 の 化 
“fhm Hutton, C. O. 

7 SHOUVOVer sulvey, 
District 産 の 繊維 状 の 陽 起 石 は , 通常 の 
も の より 含水 量 が 高く , 最近 この 余剰 の 
H (x, OH の 形 で Si4O」」 結合 中 の 〇 を 
底 換 し て いる 為 で ある と の 説 が 提出 され 
ROTC, 同 産 地 の も の を 専 研究 し , 含水 
量 の 高い も の の 存在 を 確認 し た 。 化学 分 
析 の 結果 は S10, 50.47, ALO。 4.18, 
RO FeO 9°20) Me 
O 17.94, CaO9.44, H,O(+-)3.10, 
の 他 , #100.04% で あぁ る 。 光学 的 性 質 
Vi, FRdTR @=1 630, Y=1.648, 2V= 
69°, cAZ=19° CHY, 比重 の 測定 値 な 
3.11 GHz, (Acta Cryst. 9, 231~ 
232, 1956) CBE LL 
7947, Pectolite-serandite Mgey 
に つい Schaller VW" EL. 

Pectolite, schizolite 及び serandite 
と し て 記載 され な た 鉱物 の 化学 成分 , X 線 
的 性 質 等 を 検討 し た 。 分 析 値 か ら み る と 
CaO : MnO (+FeO) (x, pectolite は 
100 : 0752890 : 10, schizolite は 64 ; 36, 


52:48 © 二 例 が あり , serandite の 唯 ・ 
ー の 分 析 例 は 23 : 77 で あぁ る が , これ 等 
SKIN NERS LAER BL, Ca— 
Mn の (aR LAS. AKIE 7 TELOCH 
Zo FoOVEma& LT, pectolite 4CaO 
- Na,O - 6SiO, - H,O ® EEHIx 2.86, 
屈折 率 は と =1.595, B=1.605, Y=1.633 
CH, serandite 4MnO - Na,O - 6Si 
O, - H,O0 tk [6 # 3.32, ©=1.680, B= 
1.682, ¥=1.705 GHB. FEOT schi- 
zolite は manganoan pectolite と い 
うべ さ べき で ある 。 (Am. Min., 40, 1022~ 


1031, 1955) ; [横山 〕 
7948, ZANIELEBERBORZE 
BSkin NN 


SABAH Ae 1100~1200°C Ane 
L7zp, 288 Y *Mffk7890°20" gr z, 90° 
に な り , wWREAyIc sanidine 化し た 。 MX 
自生 草 長 石 の 双 品 の 一 方 の 個体 丈 を 分 離 
Lt, aha. CMLAM, 108 tS 
analbite (Hiymis BRA) UO? RR 
深い の は , MeV Als 単 結 品 振 動 写真 
EBL, 10 日 位 で は 反射 が ぽ ぼけ て くる 
が , 18 日 熱し た も の で は か えつ て 鮮 鋭 に 
な り , 超 頭 微 鏡 的 に アル バイ トト 及び ペリ 
NNT EN SENG ES 
yx mB KOC analbite ph Hic BM 
斜 型 に な り , それ が 急冷 が きか な いた め , 
Sayin Clk 微細 な 両 双 品 の 組合 せ と な つた 


も の と 思わ れる 。 (Jour. Geol., 64, 
219~224, 1956) Ca) 
7949 BERBOMR Baskin, Y. 


40D 産地 の 右 灰 岩 ・ Ra 
の 自生 長石 に つい て , 形態 ・ 光 学 的 性 質 
・ 分 光 分 析 に よる 化学 成分 及び X 線 的 性 
質 を 調べ た 結果 , カリ 長石 に は 産地 に ょ よ 
つて 三種 あり , 水 長 石 様 の も の は , 単 斜 品 
系 の SHKC, 71.523, 2Ve 50~55°, 
役 斜 長 右 は アル バイ ト 及 び ペ リク リン 式 
に ょ よる, BO AWA, y1.525.2Ve 


a 


抄 


§R $529 


80°, 成分 は terete Or 97 DLECGH 
Bo 又 草 長石 は アル バイ ト 及 び カー ルス 
バツ ド 式 に よる , 4 連 双 品 を な する もの が あ 
り , 71.539, 2Vy 70~75°, chAFHD 1A 
を の ぞ き , AM CHO7? 成分 は や 
は り 端 成分 に た 近く, Or。An, 以下 で ある 。 
X 線 単 結晶 写真 は , —MOWR AR Bi 
な 反射 を 示し た ほか は , カリ 長石 も 曹長 石 
も 一 般 に ぱな け て , モザ イク 構造 を RL 
て いる 。 石 基 に は 熱 水 及 び 変 成 作 用 の 形 
跡 は 見 られ ず , 之 に 伴う 粘土 鉱物 か ら 長 
AO BBE IS 100" を こえ な いと 思わ 
noo (Jour. Geol., 64, 132~155, 
1956) (3 
7950, Alkali 長石 の 研究 : (1.) EK 
%& microperthite Mackerzie, W. 
Sseomithy Naw. 

正 長 石 microperthite 系 に 属す る , 分 
析 値 の ぁ る 長石 の 薬 片 構造 を , ※ 線 振動 
法 で 調べ た と ころ , MTL 長石 の 全 


成分 に 関係 し , また ソー ダ 長 石 相 の 送 格 


FUER OY EMT SL, SOMA 
低温 型 の 区 別 と 化学 成分 が 決定 出来 る こ 
EMD? ささ の 場 含 は 所 = ダダ 長 右 想 
va, 低温 型 に ほ ゞ 一 致し , 化学 成分 は 
An0 へ 20 の 範囲 で あつ た 。 RIB 
も 粉末 写真 で も 見 分 けら れ な い が , =R 
HRD カリ 長石 相 を 有する 例 が あつ た 。 
光 軸 角 と 化学 成分 と の 関係 は , Tuttle の 
正 長 石 一 低温 曹長 石 系 の 曲線 に ほ ゞ 一 救 
する が , カリ 長石 相 に 三 斜 相 を ふく むる も 
Dit, 単 斜 相 の み の も の より , P> Feb 
角 が 大 きい 傾向 が ある 。 (Am. Min., 40. 
707~732, 1955) 学 留 野 」 
7951, 枯 樹 石 端 成分 の 物理 的 諸 性 質 
Skinner, B. G. 

Ar BG L Poise 2, BRAG O hig BG VO 
て , BTR 4 と 屈折 率 n を 測定 
Lito 試料 が 細 粒 で ある た め , HEP を 


計算 に よろ つて 求め た 。 区 常温 か ら 約 300° 


C 迄 の 問 の 種々 な 温度 に 於 ける a EY 
定 し , 分 子 容 Vm を 計算 し , PBI RK 
及び EAI REE 求め た 。 各 端 成分 の 
25°C に 於 ける ay, Vm, p, n の 値 を 烈 記 
する と 次 に 示す 通り で ある 。 KAM 
(ao=11.851A, Vm=125.31cc/mole, 
p=3.594gm/cc, n(Na) =1.734), Ieee 
Pita (12.048, 151.69, 3.859, 1.887), 
GRAS phe a (11.526, 115.28, 4.318, 1.8 
30), jae HezG (11.621, 118.15, 4.190, 
1.800), $E¥*$eFB A (11.459, 113.29, 3.5 
82, 1.714), °° (Am. Min., 41, 428~ 
436, 1956) CLD 
7952, New Hampshire, Stark = 
chevkinite Jaff, H. W., Evans 
上 hap moan Re. NY. 

New Hampshire ij, Stark の 北西 に 
あぁ る, Devil’s Slid BARMRE zt GR 
KBA-ARNRaAO 副 成 分 鉄 物 と し て , 
[Ce] ® Ti EefeHE CHA chevkinite が 
見 出さ れ た 。 重 液 と 磁力 選別 に より 99% 
以上 に 試料 を 濃 集 し た 。 結晶 の 大 き さ は 
0.3mm 程度 , 黒色 短 柱 状 で 単 斜 品 系 に 属 
L, 001, 100, 110,°201,°201, 111 42 
面 か ら な り , b 軸 方 向 に 伸長 し , 100 fg 
平 で ある 。 通常 (001) で 双 上 品 し て いる 。 
alk 2 YLT b CHAM, 中 心 部 は ot 
い 多 色 性 が あぁ つて, 屈折 率 は 最大 2.05, Fe 
小 1.97 で あぁ る 。 周縁 部 は 等 方 性 で 1.93 
へ ~1:96。 平均 比重 は 4.53 で ある 。X 線 的 
研究 の 結果 , 単位 格子 恒 数 は d=13.56 
A, bo=5.82, co=11.21, B=100°45’ で 
あぁ あつ て, 裕章 群 は C2/m, C2, Cm O4ny 
れ か で ある 。 又 粉 末 写 真 の 詳し い デー タ 
ー を 掲げ て ある 。 化学 分 析 の 結果 は SiO。 
2015) IO SL RO OSE OS 
11:22, EeO Ad! Ca 320, Ces@r 
20.74, LagO,; 11.6, Pr,O, 1.6, Nd,O, 
5.8, ThO, 1.0, ZOE CHS i, Pb 
TE CRY eG MORES 207M. Y.-S 
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bY, W-ABaBOYV Vay に つい て は 
227M. Y. で あぁ つた 。 (Am. Min., 41, 
474~487, 1956) [横山 〕 


POO 


岩石 学 及び 火山 学 
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7953, K,O-A1l,O,-SiO,% Schairer, 
qf. 185 BOK em, INES IB. 

383 個 の 試料 に つい て お こなつ た 急冷 
実験 に より , 本 3 成分 系 の 平衡 関係 を 決 
定 し た 。 本 系 の 初 相 液 相 面 に あら われ る 
Prt, TIAA, BREE, ARR, 
DV, SIE, カリ 長石 , AME, AA 
品 系 の KAISIO,, MHRA O KAISi 
O,, K20・4SiO。 及 び K。,0・2SiO, で ある 。 
いわ ゆる “B-Al,O,” の 区 域 は なく , お 
% b> < MEMS L CHRECHS 30 K 
AISiO。 の 多 形 一 カリ オフ イラ イト , カリ 
シラ イト 及び 稚 方 品 系 の KAISiO』 一 の 
次 定 関 係 は 決定 する に いた ら な か つた 。 
本 系 の 結晶 は すべ て 一 定 の 組成 を も ち , 
混 上 唱 を な する も の は な い o。 

この 研究 は 岩 右 学 的 に 重要 な 意義 を も 
%, PCfER ae 7 VAVBREDVE 
ANCE ODO > FEVER EBRT AOI 
(ETO, 本 系 の 共 融 点 の 位置 か ら , 花 賠 
岩 質 み 溶液 は 結晶 作用 の 残 液 で ある か , 
秦 成 作用 に より RANI CARR CHS 
こと が 推察 され る 。 また み カリ 長石 , wee 
By DVAD 3 成分 共 融 点 と , カリ 長石 , 鱗 
東 石 の 2 成分 共 融 点 の 位置 が 近接 し て い 

Z2twh, TVAVRAL REDDER 
ame WMEBWSUESZLS 
高く な いか ぎり , 過剰 の アル ミナ は 僅か 
Laka oe し た が つて Ei Be 
マグ マ が 多量 の アル ミナ 質 の HBS 
化 深 解 する と は 考 えら れ な い 。 さら に 系 
業 方 面 べ の 応用 た つい て る も 簡単 に ぷれ て 
いる 0 (Am. Jour. Sci., 253, 681~746, 
1955 ORC a 


Yan 


7954, Fi—-ROFRLCMORKEY 
Schamer, J2 2. 

無機 化学 , 有機 化学 , fae, BES, 
岩石 学 , Kip ren & 多 方 面 に わた つて で て , 
不 均一 系 の 平衡 の 研究 が 用 いら れ て いる 
が , 著者 は この 評論 に お いて , 過去 数 年 
間 , と くに 1953 年 以降 に 発表 され た 論 
文 に つい て , まず 状態 図 の 図示 潜 や 実験 
FEL 装置 を の べた の も ち , (1) HOKE 
液 系 , (2) 有機 物 系 (3) 無水 塩 系 ,。 (4 
金属 系 及び (5) 酸化 物 と 耐火 物 系 の 各 項 
目 に わか つて , 概観 的 な 紹介 を お こなつ 
て いる 。 終り に か ゝ げ ら れ な た 341BO ii 
Mik, MERORS AL L CHACHA IO 
(Ann. Rev. Phys. Chem., 6, 45~70. 
1955) OVA: 
7955, AMB+BRCRRA RED 
ARBIGICRITS Pco, - THR Harker, 
Re lees Te Ot 

FA + BRERA + REA AD 反 
JOT BEVY C—ZER Pco.-T 曲線 が 実験 的 
に 決定 せら れ た 。 Keele Tuttle(19 
49) が 設計 し た cold-seal pressure 
vessel を 使用 し た 。 実験 は 圧力 5~45 
x103lbs/in?, YRRE 550~800°C, BER 
1/12~960 時 間 の 範囲 で 種々 な 場合 に つ 
き 106 回 が な され た 。 ご の P-THhHNs 
Nernst 近似 式 を 用 いて (Goldschmidt) 
及び 最近 の 熱 力学 デー タ を 使っ て (Da- 
nielsson) 求め た 曲線 と 比較 せら れ な た 。 
此 等 曲線 は 略 平行 直線 的 で , 前 者 は 後 2 閉 
の 中 間 に あ る 。 5000 1bs/in“ 以 下 で は P- 
曲線 は "Nernst & van’t Hoff ost~e 
近似 的 に 求め た 。 両者 は 300 Lbs /in% で 
30C° の 差 で ある 。 同様 な 計算 補正 が 苦 
DOR P-T 曲線 ( 苦 灰 石 世 方 解 石 キ ペリ ク 
レイ スト CO。) で も 行わ れ た が が , 此 れ は 高 
温 , 高圧 下 に 決定 せら れ た も の と 結合 す 
Do 斑 灰 石 曲 線 と 苦 灰 石 線 が FER Mev 
< CULE EGR P-T ite eek 


sat 


> 
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リク レイ ズ スズ +CO。) の 補正 に よ つ て 示さ れ 
Bo Ud UL EEA HERS TECH ARRAS 2 
RUB 事 に 対す る Ba SME BS 
(石英 方 解 石 ) と ( ペ マリ クレ イス 十 方 解 
石 ) と の 密接 な 共存 は 見 出さ れ て いな い 。 
要する に 実験 的 に は HRA 40,000 lbs 
/in? より 低い 圧力 下 で は (ZERA+CO,) 
か ら (方 解 石上 石英) を 造る P- 工 曲線 は , 
BEARD b(NVIV4 AAG + 
COs) を 造る 温度 より る も 低い 温度 に ある 。 
高 こ の 反応 の 地質 学 的 意義 が 論議 され て 
いる 0 (Am. Jour. Sci., 254, 239~256, 
ea (Fi 
7956, 天然 及び 実験 的 の Boudinage 
及び Pinch-and-Swell #34 
Ramberg, H. 

Boudin #44 (AeA) 及び Pinch- 
and-Swell 構造 ( 膨 縮 構造 ) の 実例 を 述べ , 
その 形成 の 機構 が 論 ぜ られ て いる 。 Bt 
構造 は 破砕 せら れ な い 片 状 岩 或いは Hr 
PRPC SEH ORAS, 腸詰 の Bi 
の 様 に みえ る 。 例え ば 片 麻 岩 , 雲母 片岩 
HOR, GAD Vy, TREES, 
カレ ドニ = ニ マ 結晶 片岩 に よく 見 られ る 。 そ 
Dire 1 畑 ~20 米 DHE BIEL v AR 
で ある 。 実験 は Incompetent な 物質 層 の 
間 に competent な 物質 (例え ば , パテ 状 
ケー キ , チー ズ 等 ) の 層 を 兵 み 上 下 か ら 圧 
する 方 法 で ある 。. こ の 一 次 元 方 向 の 可 路 
性 圧縮 及び , その 補償 と し て の 一 次 元 或 
い は SRAM OWI, 構造 上 天然 の 
も の に 著しく 類似 し た 結果 を 得る 。 脱 縮 
構造 は 母 岩 に 整合 的 な マグ マタ イト 及び 
右 英 脈 に み ら れ , 腸詰 構造 と 同様 の 機構 
に よる と 考え られ る 。 週 期 的 な 膨 縮 構造 
は 再 結晶 と 伴い 脈 が 位置 を 占め た 後 , 或 
い は 同時 に 行わ れる 。 この 構造 は 広域 変 
成 作 用 中 の 変化 作用 に 対し て 意味 が ある 。 
腸 庄 構造 及び それ に 関係 の あぁ る 構造 の 研 
究 は 岩石 の 相 諸 的 な 可 紀 性 及び 張 度 の 知 


識 を 与え る 。 片 麻 岩 , 結 量 片岩 地域 に 此 等 
構造 が 普通 な の は , ある 一 次 元 方 向 の 圧 
縮 及 び 他 の 次 元 方 向 の 補償 的 伸長 が 偏 形 
し た 結 品 質 岩 に 一 般 の 産 状 で ある 事 を 示 
Fo 此 の 種 の 可 六 性 流動 が competent 
な 岩層 中 に 造り 出す 張力 は EME RU 
膨 縮 構 造 を 作る の みな ら ず , 又 変 成 作 用 
中 結 品 の 生長 局所 化 に も 重要 で ある 。 腸 
語 構 造 の 数 学 的 解析 は 次 の 事 を 示し て い 
る 。 岩 右 の 張力 及び 粘性 の 資料 と 共に 野 
WARE IAI LK LOC 腸 庄 構造 の 形 
成 に 関係 し た 圧力 勾配 , 流動 速度 を 計算 
する こと が 出来 る 。 (Jour. Geol., 63, 
512~526, 1955) (FREI 
7957, スコ ツ ト ラ ンド の Inverness- 
Shire の Glen Urquhart の 忠 紋 岩 
体 Francis, G. H. : 

この 地域 の 起 塩基 性 岩 体 の 産 状 , 岩石 
学 的 性 質 お よび SAWS AAT, 
と くに ERC SKN OU CE, SERN, 
X 線 的 に 詳し く 研 究 が な され て いる 。 す 
SCHEMA CH SM, 一 部 は その 後 さ ら 
に 化 賠 岩 の 影 絡 を 受け て いる 。 化学 成分 
が 地殻 の 横 村 岩層 か ら 供 給 さ れ た と 思わ 
れる 同様 な 超 塩 基 性 岩 体 と 比較 され て い 
Bo 固体 状態 で の 導入 を 嗜 示す る 証拠 が 
あげ られ , まな た 由 紋 岩 化 作用 の 過程 の 性 
BO 討論 され て いる 。 この BRO 源 岩 
は , BARRA Bias & 考え られ , 自 交 代 
作用 に より SATA bea EO, そ 
OB HWE AIC よる 交代 作用 に ょ っ 
て , 滑石 , 緑 泥 石 , 陽 起 石 , 直 図 石 を 生じ 
て いる 。 (Am. Jour. Sci., 254, 201~ 
226, 1956) [高津 
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SKA KE RUER ODA RH 
Gk - HPCKAGIRG, これ に 僅 量 の 自然 
Fes, HUES, FU PGR U BAG 
を と も な う が , 露頭 より 173toRes 
(No. 4 地 並 ) まで は 著しく BILE EB 
DCHEIE 2RINGA, FLEA, BPI, 
AReAGk, FARAGK, 神 鉄 鉄 及 び DRIES 
に 変化 し , その 下部 No. 4 地 並 よ り No.5 
地 並 まで の 37ft ls 銅 藍 ・ 輝 鉛 鉄 及び 
2 次 的 鍋 石 に 富む 2 次 硫化 富 鉄 帯 と な り , 
それ 以下 で は 不 規 則 な 境界 を も つて AE 
帯 に 移 化す る 。 2 次 的 鍋 石 は 黄 鍋 鉄 の 分 解 
に よっ つて 生成 され た も の で , BHO HH 
藍 及び 輝 鋼 鉄 化 と 同時 に これ ら に と も な 
CBA ZR TUBER E LC 生じ る か 
RIL ALO MAN Sire b 直接 これ を 被っ 
て 産出 する 。 A O2RKMGAD mise & 
TI BAAR D EERE ST ALE dD Ze ae 
で , COP DRPRO 硫化 銅鉱 化 に と も 
な う 鉄 及び 一 部 鍋 の 逸 出 を 考え な けれ ば 
な ら な い 。 また 2 次 的 鉛 石 は 酸化 帯 中 に 
も 生じ , 塊状 の 孔雀 石 中 に MERE IS ee 
射 針 状 の 集合 体 と し て 産 す る 。 (Proc. 
Aus. Inst. Min. Met., No. 172, 65~ 


79, 1954) CHAD - 


7959 New Mexico, Prince 鉱山 に 
RUSE F 7 ELA -TAGL @ 
Walker, G. W., Osterwald, F. VW 
当地 域 の 地質 は =k Yeso forma- 
tion (頁岩 質 石 灰 岩 , 斑 質 砂岩 , 頁岩 ) と , 
UNSER. モン ゾ ニ = 岩 々 株 より な り , 
GRE OY YT = RO 堆積岩 類 を 
交代 し て , HOE MEAT IC BAK (HER 100 
OR, 層 厚 OOR) & 7 L CMa Syae(t 
VERKBRGK —ARGREK PRC db Bo 産出 鉱物 
LARS 7 Vv GR EET SAGE 
—AGROKO 1th, 水 酸 化 鉄 , BaaKeR, HA 
ラン 鉄 , VRE, PQHRPAGK, 白 鉄 鉄 , 石英 
BUALCFYR-—YRA 0 
野外 観察 の 結果 , 1) 鉱床 附近 で は 右 英 が 


少量 し か 存在 せ ず , 2) Ev SSeS 
量 の 長石 を 含み , 3) 変質 帯 に 見 ゎぁ れ る 接 
触 変成 鉄 物 が 何れ も 低温 性 の も の で , 4) 
ZAR ES ORB PADS 狭い こと か らち , BSCR 
鉱床 は モン ダグ = 岩 を 形成 し た 了 ポ カリ 質 
AE OBR PCR ENS BROKER 
が self-oxidation に よ ょ つて , Hee (EK 
温 で 生成 され た も の と 思わ れ , ら の よう 
な 有 状 水 酸 化 鉄 の 固 結 に は MgSO。, K。 
Cr。0。 が 必要 と され て いる が 分 光 分 析 の 
結果 , 磁 鉄 鉄 に は 多少 の Mg, Cr が 検出 
され , SO。』 は , Yeso formation DAE 
か ら 導 か れ , は アル カリ 性 残 液 か らち も 
た ら さ れ た も の と 考え る 事 が 出来 る 。 BM 
Hala 7 Y SIWISBE PC, 磁 鉄 鉄 , 赤 鉄 
鉄 と の み 共 生 し て 他 の 和 硫化 鉱物 中 に は 認 
め ら れず , 放射 能 測 定 に よっ つて る も 同様 の 
結果 が 得 ら れる 。 それ 故 ウ ラン は 硫化 鉱 
物 の 鉱 化 作 用 と は 直接 の 関係 が な く , & 
し ろ 磁 鉄 鉄 々 化 作用 と 密接 に 伴っ つて 品 出 
し た も の と 思わ れる 。 叉 , ウ ラン が 如何 な 
る 機構 で 磁 鉄 鉱 中 に 含ま れ た か は 明か で 
TROD, 港 ら く 磁 鉄鉱 格子 の Zn, Cu, Cd 
等 の 一 部 を 置換 し て 生成 し た も の と 考え 
られ る oo (Econ. Geol., 51, 213~222, 
1956) C Balbus) 
7960, 海浜 砂 中 の チタ ン 鐵 鉱 の 変質 現 
§ Bailey, S. W., Cameron, E. N., 
spedden ER Weese, soa); 
Mozambique, Ceylon, Florida, 

Brazil 産 チ タン 鉄 鉄 の 変 損 現象 を 物理 , 
化学 的 に 攻 究 し た 結果 , 次 の 如き 事実 が 
判明 し た 。 Bl > GHB, X 線 解析 に 
よれ ば , チタ ン 鉄 鉄 の 座 質 状態 は 総 て の 
試料 を 通じ て , WRENN SERRE ye 分 類 す 
る 事 が 出来 , 変質 作用 の 初期 に た 於 て は , 
チタ ン 鉄 鉄 結晶 粒 の 周縁 , BBC 沿っ 
て 変質 が 行わ れ , 非 品 質 鉄 チタ ン 酸 化物 
が 生成 し て いる 。 変質 度 が 進め ぼ 前 記 鉄 
チタ ン 酸 化物 が 次 第 に その 量 を 増し , B 
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質 の 中 期 で は チタ ン RGM 全く 失わ れ , 
変質 作用 の 晩期 に 至れ ば 鉄 チ タン 酸化 物 
PiCAF yy 石 が 発達 し 初め , その 最終 
的 な 変質 産物 と し て 金 紅 石 の 生成 が 認め 
られ る 。 Hit, 2 OBEN hizo 
れ て , 帯 磁率 は 減少 し , これ に 反し iron 
oxide/TiO。 の 上 比 は 変質 に 比例 し て 増加 
する 。 これ ら 変 質 作 用 の 時 期 は , 恐らく 
チタ ン 鉄 鉄 を 含む 岩石 が 風化 作用 を うけ , 
それ が 運搬 , 堆積 する 途中 で 行わ れ た る も 
の と 思わ れる 。 (Econ. Geol., 51, 263 
~279, 1956) CBr eh 
7961, Idaho, Coeur d’Alene 地方 
の Star MiB PSRLAMO wis 
Fryklund V. C., Fletcher J. D. 

“RISE DY TV VICES DS 堆積 岩 
yc PRG SZSKIRC HPAGK, BARA SK, 
方 鉛 鉄 等 を 産 す る 。 この 中 で 著者 は 同一 
SKA VC HZ PUR BRO Fe At & He 
成分 の 量 が その 生成 条件 と 如何 な る 関係 
に ある か を 究め る 目的 で 先ず 鉄 体 の 上 下 
50000R, 延長 1600 器 に 及ぶ 範囲 より 40 
fA OPW GAGKS RIEL, その Fe Zirh 
び 徴 量 成 分 を 調べ 更に その 幾つ っ か に 就 い 
で decrepitation" を 行 つ 7 た 6 

これ に よる と Fe 含量 は MAEM Cid 
6~8%, 下部 で は 3~4% を 示し その 問 に 
導 移 関係 が あぁ つ た 。 WIPRO decre- 
pitation か らち ら は Fe 含量 0.589% が 306°, 
4.0% が 318° & Fe 含 時 の 増大 と 共に 高 
温 を 示す 傾向 を 得 た 。 こ の 事 よ り Fe 含 量 
DAWG EME Fe 含量 の 少 い 下部 に 
比 し 高温 で あつ た 事 が 明か と な り , 2» 
に Fe 含量 は 生成 温度 と 関係 し , ZnS の 
鉄 液 が その 温度 に 於 て FeS と 平衡 状態 
を 保つ て 居 た と 考え られ る 。 一 方 これ に 
hc Mn eee Cul, Ge} Pb; Cd; In, 
Co, Ga, Hy SOPH Poko BEA ra 
は 位置 或 は Fe 含量 等 に 無関係 で あつ た 


上 事 か ら 生 成 温度 の 手 掛 り と し て 不適 当 で 


あつ っ つた と 述べ て いる 。 (Econ. Geol., 51, 
223~247, 1956) [田代 ]〕 
7962, Tunisia の 銘 ・ 亜 鉛 鉱床 
Sainfeld P. 

“RAR = BRB B= ROA, 
We, BeaGO RS k” 2 堆積 岩 
PIC PRMaT SASGKAR E 鉱脈 より な り , 
Tunisia の 北西 部 に 延長 200km に も る ね わ 
た つて 分 布 し , CORAL LT BARE 
GAG, 方 鉛 鉄 を 主 と し , COMA FRY 
る 鉄 , BENG, RAD, PEASE PEO 
は 方 解 石 , AZADI. SRO MA, 
壁 石 等 を 混 え る 。 CN DROME 
就 て は 構造 的 な 観点 より 1) 鉄 床 は 北西 
Tunisia の 橋 曲 帯 中 に 生じ た NE-SW 系 
の 走行 断層 及び これ に 附 階 し た 小 断 層 , 
Ze, 節理 等 に 支配 され , 層 序 的 に は 2) 
EASA (AURA) 中 に 全体 の 既知 鉄 床 
の 38% PAREN, 次 いで 中 部 白亜 系 
(Alka ARG) 17%, ジュ ラ 系 (AK 
#4) 15%, PHB] (BES - WS) 13%, 
= (fas) 12%, 古 第 三 系 ( 秦 岩 砂 
岩 ) 5 と な り , BVARGKRE BIAS S 
岩 質 的 な 傾向 は 3) 石灰 岩 が 52%, AB 
11%, Fat 8%, Wet - BEE 7% と 
な つて いる 。 鉱床 の 成因 は 中 新地 の Al- 
pine orogeny に BAIL 7: telethermal 
deposit #Z%\wS_ (Econ. Geol., 
51, 150~177, 1956) [田代 ] 


A ih He 床 学 

7963, BihORR Stevens, N. P. 

原油 中 に hemin, chlorophyll por- 
phyrine, 及び 光学 的 に 活性 な 化合物 の 
発見 され る こと は , AHO FB 
機 物質 で ある こと を 信じ させ る 。 IAT 
根源 材料 に は 従来 考え られ て いた 以上 に 
陸 成 の 有機 体 も 寄与 し て いる 。 石油 が 生 


$534 a A DR AR 


化学 的 に 生成 され た と いふ 証拠 は な い 。 
生化 学 的 に 生成 され る 炭化 水素 類 は 一般 
に 誠 却 の 炭素 原子 数 を 遥か に 多く 含む が , 
原油 中 で は ASAE CHEN, COR 
性 が な い 。 近年 P. V. Smith に こよ ょ り 現 世 
海 成 堆積 物 中 の 有機 抽出 物 か ら , クロ マ 
RN NGI OS FAS 
Y ABACK, 芳香 族 炭 化 水素 等 が 分 離 
され た が , Oakwood は 既に 昆布 と 淡水 
BED > 炭化 水素 の 混合 物 を 回 収 し , そ 
16 AIR HE ODF EE も つて いる こ 
と を 発見 し て いる 。 

著者 等 は 多く の 種類 の 土 培 及 び 現世 海 
成 泥 土 か ら , 低い 含有 量 で は ある が Pb 
水素 の アス フ ア ル テイ ツク 混合 物 を 分 離 
し た 。 これ ら の 炭化 水素 類 は 広い 産出 状 
態 を も つて いる に 拘ら ず , PE Bas 
原油 それ 自体 中 に 含ま れる 炭化 水素 類 と 
は 著 し ぐ 違 つ た 組成 を 示し て いる 。 即ち 
土壌 , 現世 海 成 泥 土 か ら 回 収 し た n-pa- 
raffine は nonacosane(C,,H,,) を 有 し , 
奇数 の 炭素 原子 数 を 有する と いう 3 BUR 
が ある 。 これ と 対照 的 に 原油 中 の も の は 
等 量 の 奇数 , 偶数 炭素 原子 数 の も の に 分 
けら れる 。 土壌 , 現世 海 成 泥 土 中 に 発見 
きれ る 炭化 水素 の 一 部 は その 生成 時 に 
石油" と な つて 保存 され BRASH SDM 
も FAA Wa DS 所 調 石油 炭化 水素 の 大 半 は 他 
の 手段 に より 形成 され た も の で ある ろ 3 。 
併 し その 生成 機構 , 生成 に 要する 時 間 等 
は 不明 で ある 。 併 し 今後 molecular dis- 
tillation, chromatography, mass spe- 
ctroscopy 等 の 近代 的 方 潜 が 取り 入れ ら 
れる こと に より , 石油 の 起 原 の 問題 は よ 
り 容 易 に 解明 され て 行く で あろ 3。 
(Ball. Am. Aesec. Petrol. Geol., 40, 
51~61, 1956) (HA) 
7964, 4¥L ABHOR EK 
Stevens, N. P., Bray, EE Evans, 
ED 


AD 根源 物質 が 有機 物 で : あ ぁ ある こと 
は , 現在 で は 一 般 に 認め られ て いる こと 
で ある 。 然し 有機 物質 が どん な 環境 で 石 
油 に な り , 石油 に 転換 する の に , どの 位 の 
有 時間 を 必要 と する か に つい て は 全く 分 つ 
て いな い 。 近年 現世 の 海 成 泥 土 中 か ら 液 
状 炭 化 水 素 類 が 発見 され , Ps HTH, 
この こと を 直接 的 に 石油 生成 と 結び つけ 
が ち で ある が , 原油 中 の 炭化 水素 , アス 
ファ ア ルト 質物 質 の 混合 物 は , PHO Ae 
及び メキ シコ 湾 の 現世 泥 土 中 に 普遍 的 に 
含ま れる RICK, TAIT UV) Awe 
と は 成分 的 に 著しく 異な る も の で ある こ 
と が 判っ つた 。 

クロ マト グラ フ 法 に より 得 ら れ だ な だ 康 化 


水素 類 含有 率 は 原油 で は 少く と も 65%, ・ 


メキ シコ 溶 泥 土 及び 土壌 で は 普通 20 ツ 以 
PCHhSo BK 7UV iF FT7RCEN 
得 ち られ た ベン ゾー ル 分 別物 REBEL 
水素 ) に つい て 赤外線 スペ クト ル 深 を 適 
用 し た 結果 , 原油 及び 石油 母 層 と BRB 
れ て いる Woodford H¥ (Mississippi- 
an) 中 の も の は , 非常 に 複雑 な 成分 を る もつ 
た 芳香 族 炭 化 水素 類 混 合 物 で ある の に , 

AX Y FBO 現世 泥 土 中 の も の は 簡単 な 
成分 を も つた 芳 香 族 炭化 水素 類 混 合 物 で 
ある 。 赤 n-heptan に より 分 別 さ れ た る も 
の に つい て 質量 スペ クト ル 潜 を 適用 し た 
結果 , メキ シコ 湾 泥 土 及び 主 壌 中 か ら 抽 
出さ れ た フル マル = パラ フイ ン 旋 化 水 素 
は , 斉 数 の 炭素 原子 数 を 含む 分子 の る の 
が 極め て 多く , な か で る も 29 或 い は 31 の 
衣 数 原子 を 含む 分 子 の も の が 最も 多い 。 
然るに 原油 及び 前 記 の Wood-ford Fx 
中 か ら 得 られ た ノル マル - ペ パラ フィ イン に は 
この 奇数 炭素 原子 を も つ 応 化 水素 類 を 特 
に 選択 的 に 含む と いう 傾向 は 全 ぐ 見 られ 
な い 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 40, 975~983, 1956) (Ay) 
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